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BARAuL工  村

〔解題 〕

こ こに訳 出 した のは , 1961年 の イ ン ド国 勢 調 査 報 告 書 の一 で あ る 。

(CコNSUS OF ttNDttA 1961 ,Vo■lllne XV uTTAR PRADESH, Part V工
,

Vi■■age survey Monograph No 20  VttLLAGE BARAU」 L工 ,by R.0。
sharma of the Uttar Pradesh Oivi■  se rvice,Deputy Super―
intendent of oonsus operations )

この シ リー ズ (Vi■■age Survey Monograph)の 調 査 研 究 の主 眼 は

編 纂 責任 者 の言 に よれ ば ,統 計 の み で捉 え られ た村 落 の骨 格 に社 会 の構 造 と変
化 とい う肉 をつ け 血 を通 わ せ て村 落 の動 と静 の 実態 を把 握 す る こ と に あ つた .

全 国 的 な 規 模 に よ る 調 査 が 企 画 され ,各 州 は 少 な くと も 35ケ 村 を選 定 して 実
施 す る こ とに な つた .そ の選 定 に 当 つて は ,地 理 や 生 業 ば か りで な く,人 的構
成 とい つた 面 で の 多 様 性 が 明 らか に され る よ う配 慮 され た 。 さ らに 次 の三 つ の

範 疇 を 設定 して 調 査 対 象 村 落 が決 定 され る こ とに な つ た 。

(1)特 定 の カ ー ス トが人 口の 過半 数 を 占 め ,特 定 の 生 業 に 従 事 して い る村
落 .人 日は 400人 以 上 ,最 適 人 口 500～ 700人 。 この 種 の 村 を 8ケ 村
以 上 .

12)人 口面 か ら当 該 州 の代 表 的 な指 定 部 族 (Schedu■ ed Tribes,第 2
章 中「 社 会 構 成 」の項

。誰 1参 照 )が 居 住 して お り,特 定 の 部 族 の特 徴 が 明 ら
か に され る よ うな村 落 .人 口は 400人 以 上 ,最 適 人 口は 500～ 700人 .

この 種 の村 を 7ケ 村 以 上 。

(3)か な りの 規 模 の 安 定 した 特 徴 を 示 して い る村 落 で ,生 業及 び ,可 能 な
れ ば ,人 的 構 成 に も多 様 性 が 見 ら れ る こ と .か な りの 規 模 と い うの は人口 500
～ 700人 以 上 とい うこ とで あ る 。 さ らに 農 業 を中 心 と して お り,県 の 行 政 の
中 心 地 や ビ ジ ネ ス・ セ ン ター とい つた近 代 的 伝 達 機 関 の 主 な拠 点 か らか な り隔

つて い る こ と。上 記 の場 所 か ら概 ね 1日 路 の距 離 に あ る こ と .こ の種 の村 々 は

州 の 各 地 域 を代 表 し,人 口 。地 勢 。伝 達 等 の 面 で 多 様 性 を示 す よ うに す る こ と 。
Uttar Pradosh(北 部州 ,U.P。 )で は 50ケ 村 が 選 定 され ,調 査 が

行 な わ れ た が ,Barau■ i村 は 上 記 の 第 二 の 範 時 に含 まれ る 。 この シ リー ズ の
報 告 書 は 調 査 カ ー ド・ 村 落 記録 。国 勢 調 査 0面 接 な どの 方 法 に よ る統 一 的 な項

日に つ い て 記 述 す る形 式 を採 つて い る た め 概 ね 同一 の 水 準 に 達 して い るが ,対
象 村 落 や 調 査 lE当 者 が異 な つて い る た め ,記 述 に も多少 の 出 入 りが 見 られ る 。
最 初 ,次 に 記 す⑤ に つ い て の 報 告 書 の 記 述 が 極 め て 詳 しい の で こ れ を訳 出 す る
計 画 で あ つた が ,紙 面 の 都合 で Barau■ i村 に 関 す る もの に 変 更 した 。 た だ し
上 に 述 べ た よ うな 事 情 が あ るの で , U.P.の 次 の 2ケ 村 とデ リー の 1ケ 村 に つ
い て の 報 告 書 を 護 の 中 で多 く参 照 し活 用 す る こ とに した 。 3ケ 村 は 次 の通 りで

あ る 。



① Ka■yanpur 村 (A■■ahabad tt Soraon郡 ; 以 下 Kと 1略 )
② Sadharansar 村 (Saharanpur tt Deobanこ 郡 ;以 下 Sと 略 )
③ GOku■pur村 (De■hi;以 下 Gと 略 )
これ ら 3ケ 村 の調 査 報 告 書 は 次 の 通 り刊 行 され て い る .

① Uttar Pradesh,Vi■ ■age Survey Monflograph No. 15(De■ hi

1965)
② Uttar Pradesh,Vi■ ■age Survey Monograph No.13(De■ hi_

1965)
0 00nSus of lndia 1 961, VO■ ume XIX一  Part ―VI一 NO.11,

De■hi, Socio-OcOnomic study of Vi■ ■age 一 GOkl■ ■pur

(De■ hi, 1964)
な お ,① は 24部 落 ,人 口 2.612人 か ら成 る村 の うち社 会 経 済 的調 査

の た め 適 当 と思 わ れ た 7部 落 を選 ん で 調 査 した もの で あ る 。① と② は い ず れ も

地 方 の 農村 で あ るが ,Oは デ リー 近 郊 の農村 (デ リー か ら約 7マ イル )で あ る .

本 調 査 の 第 1回 は 1962年 1～ 2月 に ,第 2回 は 同年 11月 に 実施 さ
れ た 。① は 1961年 4月 ,② は 1962年 2月 ,① は 1961年 5～ 6月 に

調 査 が行 な わ れ た 。

〔位 置 〕

バ ロー リー (Barau■ i)村 は 中程度 の規模 の農村 で,ア リ ー ガ ル

(A■ igarh)県  ・ ア ト ロー リー (At rau■ i )瀾ζチ ヤー ラー (Chharra)市
の市街 か ら半 マイルに どの ところ―経 緯 を用 いて表 せば ,北 緯 28° 23′ ,

東 経 78° 56′ の地点― に位 置 し,次 の各村 ,す なわち,そ の北側は Sun―
pehar村 ,東 側 は BhamOri Bl■ zurg村 ,南 側 は Dhansa雌村 及 び Chharra

村 の両村 ,更 に西 側 は Habibpu r村 とそれぞれ境 を接 してい る。
この村 の北西約 11マ イルほ どの ところには郡役 所が置かれてお り, ま

た ,村 か ら A■ igarhへ は わずか 24マ イルの距離 であ る。なお , この村は

6マ イル南西に あ る Ber■ a警 察署 の管 轄下に あ る。また , ガ ンギー リー地域

開発 プロ ツ ク (The Deve■ opment B■ ock Gangiri )2の 本 音5は チヤーラー

(Chharra)に あ るが , この Barau■ i村 には村 自体 の司法バ ンチ ヤーヤツト

(Nyaya Panchayat)3の 本 部 (Oonter)が 設 置 されてい る。村 の徴 税記録官

(Ibekhpa■ )4と 女 性 の農村指 導員
5が
この村 に常群 してい る。さらに At一

rau■ i村 には徴 税監督 官 (Kanungo)6が 配 馬 され てい る し,南 隣 りの

Dhansari村 には この村のパシチギーヤツトの主事が,東 隣 りのBhamOri 村 には

別 の農村 指導員が ,そ れ ぞれ辟 在 してい る。

章第

落村



③
1 北 部 州 (Uttar Pradesh)の 54県 の一 で ,州 の 西 南 部 に 位 置 。面 積
5,024 KJ人 口 2,113,747(1971年 )。

2 1952年 以降,イ ン ドの (農 村)地域社会の自治を重んじ,総 合的な開
発 。発展 を 目 ざ して地 域 開 発 計 画 (The comlzlunity Programlne)が 実施
され て きて い る 。 この計 画 遂 行 の基 本 単 位 を Deve■ opment B■ ockと 呼 ぶ 。

平 均 , 約 1 0 0ケ 村 , 4～ 5 0 0]範■2, 人 口約 6～ 7万 を カパ ー .Gangiri
とは こ のバ ロー リー村 が 所 属 して い る プ ロ ツク名 .

3 Nyaya Panchayat.イ ン ド農 村 の 自治 を振 興 し発 展 を 期 す る制 度 と して

パンチヤーヤツト制 (Panchayti Raj)が 施行 されているが,司 法面での
運営は一定限度内の権限を付 与された組織 (Nyaya Panchayat)に よつて
行 な わ れ て い る 。

4 土 地 台 帳 の 作 成 を は じめ とす る地 税 徴 収 上 の 基礎 的 な 記 録 の作 成 ,保 持 に
従事する役人.従来はパ トワーリー (PatWari)と かカールクン(KΞrkun)
とか 呼 ば れ た 。 そ の担 当区 域 を Ha■ qaと い う。
5  The Vi■ ■ago llevo■  worker 。 上 記 の  Oo■l■lunity Deve■ opment
Progrart■ leに よ つて各 農 村 単 位 で の農 業改 良 ,保 健 衛 生 ,社 会 教 育 な どに
つ い て の 指 導 に 任 ぜ られ て い る 。

6 カー ヌー ン ゴー (KanЩ go,Q‐lungO)一 郡 の次区分 た るパルガ ナー
(Pargan3)の 収税関係 の事務 を統 轄 し, タフシール ダール (TahSI■ dttr
県 の次区分 た る郡― タフシールー の収税・ 治安上 の責任者 )を 補佐す る役人 .
配下に Lekhpa■ がい る。

(村 の面 積 と住 民 の居住様式 〕
Barau■ i村・ の面積は 408エ ー カーあ り, ここに 196世 帯 の村 人

が居住 してい る。村 の人 日の総 数 は 984人 で ,そ の内訳は男子が 512人 ,

女 子が 4,72人 であ る。人 日は多様な人 的構成 を示 してい るが ,宗 教上 は イス
ラム教徒 と ヒン ドウー教徒 で占め られてお り, ロー ダー (ILodha), ジ ヤー タ
ヴ ア (」atava), ナー イー (Na■ ),カ ハール (Kahar),バ ラー イー

(Barhai), バ ラモ ン =ブ ラー フマ ン (Brahman)な どの 多 数 の カ ー ス ト 2
よ りな つて い る 。村 全 体 の住 居 は 互 い に 近 くに あ りな が ら もカ ー ス ト別 に か た

ま つて い る 。要 す るに ,カ ー ス ト別 の住 居 集 団 (部 落 )が 形 成 され て い る わ け
で あ る 。 な お ,バ ンギ ー (Bhangi)3と ジ ヤー タ ヴ アは ,他 の コ ミ ユニ テ イー
の 居 住 区 域 か ら少 し離 れ た と ころ に 生 活 して い る。

③
1 参 照 す る 3ケ 村 の 概 要 は 次 の通 り。
K村  面 積 1,282エ ー カー ,世 帯 数 115,人 口 583人 .ヒ ン ドウー , 12カ
ー ス ト.う ち 2カ ー ス トは 指 定 カ ー ス ト.指 定 カ ー ス ト 152人 。 そ の 他 ,402
′人 ,ム ス リム 2カ ー ス ト29人
S村  面 積 1,306ェ ー ヵ ― ,世 帯 数 200,人 口 1,009人 .ヒ ン ドウー ,12
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カ ー ス ト. うち 3カ ー ス トは 指 定 カ ー ス トで , 353人 。そ の 他 , 411人 .

ム ス リム 5カ ー ス ト, 245人 .

G村  面 積 574エ ー カ ー ,世 帯 数 149,人 口 875人
｀
.、 ヒン ドウー , 12カ ー

ス ト.う ち  2カ ー ス トは 指 定 カ ー ス ト.指 定 カー ス ト, 283人 。 そ の他 ,

578A.ム ス リム 14人 .

各 カー ス トに つ い て は , こ の後 に も若 干 説 明 が な され て い るの で , こ こで

は 最 少 限 必 要 と思 わ れ る もの に 限 る 。             、

ロー ダー (Lodha)一 原 文 で は 複 数形 に して LOdheysと 書 か れ て い る .

北 部州 を中 心 に 住 む 農 民 。農 業 労 働 者 の カー ス トで ,後 に もあ る よ うに ラー

ジ ブー ト起 原 を 自称 .

ナー イー (NaI)一 第 2章 〔社 会 構 成 〕の項 参 照 。 ちな み に , G村 の ナー

イー 9世 帯 の うち理 髪 業 に 従事 して い るの は 3世 帯 のみ 。 (G.,PIP。 12-13)

カ ハ ー ル (Kahar)一 北 中 部 イ ン ドー帯 に 住 み ,多 くは裕 福 な 家 庭 て の家

事 手 伝 い の 使用 人 と して働 く。

バ ラー イー (Barhai)一 北 中 部 イ ン ドー 帯 に 居住 .木 工 細 工 に 従 事 す るの

が 普 通 .

バ ラモ ン =プ ラー フマ ン (Brahman)一  G村 の バ ラモ ン 29世 帯 の うち

1世 帯 の み が 本 来 の職 業 に 従 事 して い るが ,そ れ も内 職 的 な もの で しか な い .

12世 帯 は 農 業 に 従 事 し, 3世 帯 は 工 場 に労 働 者 と して勤 務 して い る 。農 業

労 働 者 や運 転 手 もい る 。 (G.,P。 11)

3 バ ンギ ー (3hangi)一 北 部 及 び 中 部 イ ン ド全域 に居 住 す る清 掃 人 カ ー ス

ト.居 住 区域 が 他 の カ ー ス トの もの か ら離 れ て い る の は , この カ ー ス トが い

わ ゆ る不 可触 民 で あ る た め ,G村 の バ ンギ ー 9世 帯 の うち ,清 掃 業 に 従 事 し

て い るのは 6世 帯 。 2世 帯 は デ リー の工 場 で未 熟 練 労 El」 者 と して ,残 りの 1

世 帯 は 村 内 の 日傭 い と して働 らい て い る 。 (G,,P。 13)

〔土 壌 〕

この村は肥沃で広大な平地に位置 してい る。 1346F年 ・ の地税査定
:

報告書の中で,地 税査定官はこの村 7vC関 し次の ように報告 してい る。「 A■ igarh

からDadonに 至 る舗装道路が横切 つてお り,非 常に立地条件の良い村 である。

前回の地税査定の際には,か な りの量の Pi■ iya±
2が
存在 していたが,現 在

では土壌はず つか りMat iyttr±
3に
変 つている。Bara 4と 呼ばれる土がす ぐ

れているが,村 全体にわた つて土質は非常に良い。仮掘 りの井戸か ら引かれて

いる灌漑用水が, この村 をあますところな くうるお している。 」

③
l F年  フ ア ス リー (FaS■ i)年 の略 .ム ガ ル朝 の ア クバ ル王 が 陰 暦 の

ヘ ジ

ラ暦 の使 用 に よ る不 便 を な くす た め創 始 した太 陽 暦 で ,地 税年 度 な どの た め

に 今 日 も使 用 され て い る .西 暦 1555年 9月 10日 (イ ン ド暦 6月 黒 半 1

日 )に F暦 963年 が 始 ま る 。 デ カ ン地 方 と北 部 イ ン ドでは違 つ た もの が使

用 さ れ てい るが ,北 部 イ ン ドでは西 暦 1855年 以 降 , 7月 1日 か ら新 年 が



始 ま るよ うに な つてい る。西暦 か ら 592年 引 〈と F年 が得 られ る。

2  ピー リヤ (PI■ iya)  Ambttprasttd′ suman′ ,  Krishak― 」Tvan
― SambandhI BrajBhttsh百  ― shabdttva■ i (A■■ahabad, 1 96 0,
Bhag l,P。 65)に よる と,砂 地 の土壊 でマ ス クメロン.す いか , な どの

う り類 の栽培 17C適 した ものを BhuF, BhttF百 , Bhurr百 な どと呼ぶ が , こ

れは黄色味 (pireman)を 帯 びてい る , とある。 Pi■ iyaは これ を指す も
のか と思 われ るが同 じ くP. 66に 黄色 の土壌 の 畠を Pirattd百 , もし くは ,
PIriy百  と呼ぶ , とあ る .両 者 の関係 は不 明 であ るが ,文 脈 か らは沃土 で

は ない よ うに思 われ る。

3 マテイヤール (Maを iyttr)「 肥土」の意であるが, Ambaprasadの前掲
書には,「 黒色を帯びた土とすこしもろい土との混じたものをMatiyarと

いう。この上の畠をMat iyara,も しくは,Ma↓ air百 と呼ぶ」。とある .

(IP.66)こ れ は そ の肥 沃 度 か ら 2種 に 分 け られ る .(本 文 ,P.17)
4 バラ (Bara)と は,当 該地域のBraj語 で,「 最良の,上 等の」の意で
ある。「 居住地に接しているためよく肥えて

いる」 (本 文,P。 17)

〔動植物 〕

この村 には 多数 =― ムや
マ ン ゴー (mango)の 木が 自生 してお り,紫 檀

(shisham)ゃ 菩提 樹 《くわ科 の常緑 高木》(pipa■ )の 木 も,そ れ ぞれ 2本

白生 してい るのが見 られ る。数 は少ない が,マ ングロー プ (babu■ ),チ ヨーン

カル (chhOnkar), よ う樹 (bargad), パ ー カル (pakhar=pttkar),

及 び ベル ミラや し (tar)な どの樹木 もそ こか しこに生え てい る .ま た ,堤 に

は ,屋 根 をふ くのに用 い られ る ムー ンジ革 (灯 心 草 の一種 =M00nj)が 植 え ら
れ てお り,独 特 の景観 を呈 してい る。更に,果 樹 園に入 れば ,バ ンジロ ウや ,

バ ナナや , レモ ンや, す ももな どの木 々 も見受け られ る。

野辺 には時 々,鹿 や野兎 ,そ れに ジ ヤ ツカルや ニール ガー イ (鹿 科》

(neO■gaib■uO bu■■)な どの野獣が姿 を現わすが,数 多い野生動物 の中 で も

と りわけ猿 はいつ も農民 た ちの悩み の種 とな つて い る。

〔気候 〕

この村 の気 候 は非常に乾 燥 L´ てお り,暑 い気候 がかな り長い・ 気温は 3

月 に入 る と上昇 し始め る。この地方 でルー (■ u■ )と 呼 ば れ る西 か らの熱 風は

4月 の中旬頃 まで 1/Cは 吹 き始め る。過去 10年 間 で最 も雨量 の多 か つた年 は ,
1960年 で ,At rau■ iで は 52.02イ ンチの年 間 降雨量 を記録 した。

1953年 は 16.63イ ンチの降雨 量を記録 したに とどま つた .冬 には冷 た

い東 風が吹 きつけ,夏 にはいつ も乾燥 した猛烈な西 風が吹 き荒 れる。マ ン ゴー

園 とニー ムの木 が村 を と りか こん でい るの で,あ る程 度 ルー を防 ぐことが可能

で あ る。 この よ うに ,冬 の間 はそ れ程寒 くないが ,夏 には ま さに焼 けつ くよ う

な暑 さに な る。だが ,全 体 としては この村 の気候 は健 康 的 といえ る 。



〔通 信 と交通機関 〕

Barau■ i 村 は A■ igarh か ら, 約 2 4マ イノンの ところ にあ り, A■ i―
garllと Sa艶=raと を結 ぶ 自動車道路 か ら 1/4マ イルほ ど引込ん だ ところに
あ る。 この道路には私営 の定期バ スが走 つてお り, この村 へ行 くには , Oh―
harraか 村 の近 くて下車 す れば よい。村 の中心地 か ら Chharraの バ スの停留
所 までは半 マ イルあ り`同 じ くこの道路 までの距 離 は 1/4マ イル である。
A■ igarh一 Sankra道 路は村から3/8マ イルの地点で,  Kasganj―一
Atrau■ i道 路 と交差 してい る。エ ツカー (■kka)と か ターンガ=(Tonga)
とかの二 輪馬車 もChharraと At rau■ iの 間 を定 期的に走 つてい る。 この よ
うに ,村 人 たちは一年 中 いつ て も苦 労せず 7/C往 来す る ことがど1来 る。村人 た ち
に とつて欠 〈ことの「 1来 な

い牛車は 昔 か らの伝統 的な交通 手段 である .最 近 ,
一 部の人 ,特 に村 か ら他処へ度 々 [1か け る必要の ある人 々は,便 利 で もあ る し
又 ,安 上 が りで もあ るの で , 自転車 に乗 る よ うにな つた。鉄道 の駅は A■ igarh
に あ る。 イン ドゴヒ部鉄道 (Northerll Rai■ way ) の A■ igarh ―Barei■y線
の At rau■ i ROaご 駅は この村 か ら 18マ イルの距 維 にあ るが ,一 度 At rau■ i
へ 出て ,そ こか ら ター ンガー , も しくは,エ ツカーを雇 つて駅へ 向かわな 〈
てはな らないので不 便 で あ る .

〔郵 便 。電 信・ 電 話 〕

村 には 郵便 局 は な 〈,郵 便 ポス トが 1ケ 所 設 置 され て い る 。 Chharra
郵 便 局 の 集 配区 に属 して お り, Chharraで 投 函 され る こ とが 多 い 。電 信 。電
話 設 備 を利 用 す るに もや は り Ohharraに ど1な け れ ば な らな い 。

〔主 な 公共 施 設 〕

村 に は シバ 神 を杷 つた寺 院 が 2院 と モ ス ク (イ ス ラ ム教 寺 院 )が 1院 あ
る .

ヒ ン ドウー教 徒 の 遺 体 は 村 の北 方 ,約 380ヤ ー ドに あ る墓地 で 火葬 に
さ れ るが ,子 供 の遺 体 は 村 の東 方 に あ る池 の堤 に埋 葬 され る 。

イ ス ラム教 徒 の墓 地 は 村 の東 方 約 400ヤ ー ドの す も もの林 の 中 に あ つ

て ,面 積 は 0.4エ ー カ ー あ る 。墓 地 は イ ス ラ ム教 徒 全 員 の 共 有 地 になつている。

飲 料 水 は ,村 内 に あ る 10ケ 所 の石 造 りの 旧来 の井 戸 と, 25ケ 所 に 設

置 され た 手押 ボ ン プ式 の井 戸 か ら得 られ る 。家 畜 に は村 の池 の水 を飲 ま せ る .

村 に 一番 近 い 常 設 市 場 (バ ー ザ ー ル =baZar)は Chharraに あ る .

この バ ー ザ ー ル は ,当 地 方 の 穀 物 の ど1荷・ 集 荷 に 重 要 な役 割 を 果 た して い る .

定 期 市 は 毎 週 ,月 曜 日 と金 曜 日の 2日 立 つ 。家 畜 の 取 引 は金 曜 日に行 なわれる。

〔伝 説 と村 の 起 源 〕

この村 が 実 際 に 成 立 し,村 の い ろ い ろ な構 成 員 が こ こに 定 住 した 時 期 は
正 確 には 不 明 で あ る 。 ま た ,Barau■ iと い う 村 名 の正 確 な起 源 も不 明 で あ る .

村 の古 老 の言 に よ る と , お よそ 300年 前 プン デ ー ル カ ン ド (Bunde■khanω
]
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か ら移 住 した ロー ダー でカー ス トの者 た ちか らそ の名 が ど1た と云 うこ とで あ る 。

住 居地 域 ltダ ンサ ー リー (Dhansari)村 の イ ス ラム教 徒 の 助力 を得 て 開 拓 さ

れ る ま では 密 林 で あ つた , と伝 え られ てい る 。や が て イ ス ラム教 徒 や そ の 他 の

人 た ち もこの村 に 移 住 して きた .

調 査 の 時 に 世 帯 主 か ら集 め た 情 報 に よ る と , 19世 帯 は 5代 前 か ら この

村 に 定住 し, 4世 帯 l―t4代 な い し 5代 の 間 , この村 に住 み , 54世 帯 は 2代 な

い し 4代 の間 こ こに定 住 じ, 102世 帯 は 1世 代 前 か ら居 住 し, 17世 帯 は 現

在 の 世帯 主 か ら こ こに住 む よ うに な つた 。 この村 の 196家 族 の うち 4家 族 が

A■ igarh県 以 外 の地 方 か ら移住 して きて お り, 10家 族 は At rau■ i都 以 外

か らの 移 住 者 で あ る 。

③
1    ブンデールカン ドBunde■ kharo    中央外|(ldadhya PradeSh )
の北 中 部 ,北 緯 24° 40′ ,東 経 80・ を 中 心 と した地域 の 名 称 。 この村 か

らは 南 東 の 方角 に あ た り, 4 0 0 Kla以 上 へ だ た つて い る 。

〔概 括 〕

こ の村 では ,主 と して 農 耕 に 従 事 して い る人 日の 割 合 が 圧 倒 的 に 多 い .

この 村 は 村 と して丁 度 適 当 な 広 さ と多 様 な人 的構 成 を 有 し,古 くか ら の安 定 し

た特 徴 を 備 え て い る 。 この村 の住 民 た ち の生 活 様 式 を検 討 す
れ ば ,単 に村 人 た

ち の 社 会 経 済 状 態 を 実 際 に 評 価 す る こ とに な る ば か りで な く,村 人 た ち の 将 来

の 向上 。発 展 に 至 る道 を見 11す こ とに もな ろ う。 これ が本 調 査 に 当村 を 選 ん だ

理 由 で あ る 。

〔社会構成 〕
l

総 人 口 984人 の うち, 831人 (84.5パ ーセ ン ト)は ヒ ン ドウー

教徒 である .残 余 の 153人 (15.5パ ー セ ン ト)は イス ラム教徒 であ る。

ヒン ドウー教徒 の 831人 の うち,110人 は (総 人 口の 11.2パ ーセ ン ト)

指定 カー ス ト (The schedu■ od Castos)2に 属 し, 内訳 は , 94人 が

」atav a , 5人 力ゞ DhObi , 1 1人 が Bhangiで ある .

ロー ダー 。カー ス トが , この村 では最多数 を 占め ,総 人 口の 65.3パ ー

セ ン ト, 643人 を数 える .彼 らは ラー ジプー トの ロー ド・ サ ブカー ス ト

(lLodh Rajput)に 属す ると称 してい る。この カー ス トの人 口の男女 の比率

は男子 53.7パ ーセ ン トに対 し,女 子 46.3パ ーセ ン トとな つてい る。先祖は

Bunde■khandか らMathura県
5へ
移住 し, それか ら他 の村 に移動 し,最 後 に

この村 に移住 した と伝 え られてい る 。ロー ダーの男 たちは農夫 として優秀
である。

この村 で 2番 目に重要 な集団は ジヤ
ニ タヴ ア (」atava)カ ース トで ,

これは労働者 集団 を構成 してい る。 このカー ス トはチ ヤ
マ ー ル 0カ ー ス ト

4

(Chamar)に 属 しているが,現 在 では皮 なめ しの仕 事は して いない .人 回は

章第
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村 の総 人 日の 9。 5パ ー セ ン トを 占 め て い る 。人 口 の男 女 比 は ,男 は 52.1パ ー

セ ン トに対 し女 47.9パ ー セ ン トで あ る 。皮 膚 は 暗 褐 色 を して い る .

ナ ー イー (Nai)カ ー ス トの者 は 34人 で ,全 人 口の 3.4パ ー セ ン ト

で あ る 。そ の うち の 53バ ー セ ン トが男 子 で 47パ ーセ ン トが女 子 で あ る 。

彼 等 は 主 に カ ー ス ト本 来 の理 髪 業 を営 ん で い る 。

バ ラー イ ー (Barhai)カ ー ス トは 全 人 口の 2.8パ ー セ ン トを 占め,男

子 51.8パ ー セ ン ト.女 子 48.2パ ー セ ン トで あ る 。

上 記 以 外 の カ ー ス トの人 口比 率 は ,バ ンギ ー (Bhangi)が 1.1パ ー セ

ン ト, バ ラモ ン (Brahmin),1.2パ ー セ ン ト, ドー ビー (Dhobi)力 0ゞ.5パ

ー セ ン ト, カー ヤ ス ト (Kayastha)力 ゞ0。 3パ ー セ ン ト, カハ ー ル (Kahar)

が 0。 2バ ー セ ン トで あ る 。

この村 の ロー ダー 。カー ス トの者 た ちは ロー ダー
。カ ー ス トの マ トウラ

ー の冨リカー ス ト (Mathuria sub一 divisiOn)に 属 す る と称 して い る 。 Nai

カー ス トの者 も同 じ く同 カ ー ス トの マ トウラー 副 カー ス トに 属 す る と称 して
い

る 。 バ ンギ ー・ カ ー ス トの者 た ちは , 自分 た ちは Patthar ‐ ora ChOuhanυ

で あ る と称 して い る 。 ま た ,Barhaiカ ー ス トの者 た ちは 同 カ ー ス トの  Si―

horia副 カー ス トに属 す る と称 してい る 。 2世 帯 の パ ラモ ンの う ち 1世 帯 は サ

ナー デ イヤ (Sanadhya)副 カー ス ト
6に
属 し,他 は ガ ウル (Gaur)副 カ ー

ス ト
7に
属 す 。

この村 の イ ス ラム教 徒 は み な ス ン ニー Sunni派 に 属 して い る 。そ の うち

140人 (イ ス ラム教 徒 の人 口 の 916パ ー セ ン ト)は パターン人 (Pathan)8

で , 9人 (5.8パ ー セ ン ト)は ドー ビー (Dhobi), 4人  (2.6パ ー セ ン ト)

は ロ ー ハ ー ル (■Ohar)で あ る 。パター ンは ,そ の ほ とん どが ,農 夫 で あ る。

ドー ビー は 洗 濯 業 に 従 事 し, ロー ハ ー ル は 鍛 治屋 を業 と して い る 。
9 Path譴

の皮 膚 の 色 は か な り明 るい 。

次 表 は コ ミ ユ ニテ イー別 人 口 と世 帯 数 の類 別 で あ る 。

表  2-1
コ ミ ユニテ イー別 人 口分 析

コ ミ ユ ニ テ イ ー 世 帯 数 人 数 (男 子 )  (女 子 )

0指 定 カ ー ス ト

(ヒ ン ド クー )

1 」atava

2 Bhangi
3 Dhobi

22
3

1

94
1  1

5

49
5

3

45
6

2

計合 26

0そ の他 の ヒン ド ウー

110 57 53
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８

　

９

ILo d h a

Nai

Barhai
Brahman
Kahar

Kayastha

123
7

7

2

1

1

643
34
27
12
2

3

345
18
14
6

1

2

298
16
13
6

1

1

計△
ロ 141 721 386 335

ヒ ン ドウー合 計 167 831 443 388

lc)ム ス リム

10 Pathan
ll Dhobi

12 1LOhar

26
2

1

140
9

4

62
5

2

78
4

2

ム ス リム合 計 29 153 69 84

196 984 512 472

③
1  原 文 に は Ethnic COmpositionと あ るが ,参 照 した 3ケ 村 の場 合 も含
め て ,い ず れ も狭 義 の 人 種 的特 徴 1/Cつ い て の 説 明 は ご く簡 単 に して い るの み
で ,主 と して宗 教 別 人 口 , カ ー ス ト別 人 口 ,村 内 の カ ー ス ト序 列 , カ ー ス ト
と職 業 ,な どに つ い て の 記 述 を本 項 で行 な つて い る 。 も つ と もこ こに い う宗
教 別 人 口 もカ ー ス ト別 人 口 を も とに 導 か れ た もの で あ り,村 人 一 人 一 人 の 信
仰 に つ い て の 調 査 を 基 に した もの で は な い 。指 定 カ ー ス トは 他 の 3ケ 村 の場

合 に も ヒ ン ド ウー教 徒 に 含 ま れ て い る が ,厳 密 に は この よ うな取 扱 い をす る
こ とに は 疑 念 が残 る .と もか く, これ らは あ 〈ま で もfIS用 的 。便 宜 的 な もの

で あ る こ と を承 知 して お 〈べ きで あ る 。

な お , G村 の カ ー ス ト序 列 は 次 の よ うに な る .た だ し, これ に は ム ス リ
ム ま で含 め て あ る 。 〔上 位 〕Brahmin,Baniya` GOsain,」 at, Rajput,
Gujar,〔 中 位 〕 Sunar, Nai,Kurnha r,Kadera,VIus■ im,〔 下 イ立 〕Cha―
mar,Bhangi。  この上・ 中・ 下 の 区 分 も大 まか な もの で あ り,そ れ ぞ れ の
グ ル ー プの 中 に も上 下 の 関係 が 認 め られ る .も つと も, この よ うな序 列 に つ

い ては ,村 人 の 間 に異 論 が な い わ け では な い 。 これ らの序 列 が 明 らか に な る
の は ,村 の 中 に お い て顕 著 で あ り,都 市 に 世1れ は ,パ ラモ ン も喫 茶 店 の 主 人
の カ ー ス トは 間 わ /」tい 。 (G.,PP。 10-11)
2 -部 下 層 カ ー ス トは イ ン ド社 会 で古 代 か らの差 別 に よ り生 活 の あ らゆ る

計総
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面 で不利益 を蒙 つて きてい るため ,後 進部族 民 と並び ,人 権上 ,生 活上 種人

の権 利 を保障 され ,教 育 や就職 ,福 利増 進のための特典が 与・え らるべ きこと

が憲 法 で規定 されてい る。そ うしたカー ス トに指定 された り部族 に指定 され

た りしてい る ものを SChedu■ ed Castes とか Schedu■ ed TribeSと 呼ぶ .

1961年 の国 勢調 査 では指 定 カー ス トは 64,417,366人 ,指 定 部族民は

3Q172,221人 とな つてい る。
3 北 部州 (U.P。 )の ア リーガル県 の西に 接す る。その中央 部 を ジヤムナー

川が流 れる。

4 北 部 。中部 イ ン ド全域 に居住 し,皮 車 業 に従事 す るカー ス ト.」atava

は チ ャマール・ カー ス トの Subcaste名
｀
とい
｀
う
｀
こ どになる 。 G村 の チ ヤマー

ルの うち, 1世 帯 のみ が伝統 的 な皮革 業に従事 .(G。 ,P。 13)

5 チ ヨウハー ン (Cauhan)は クシ ヤ トリヤの一 派 の名 であるが , pat―

thar phoF百 (石 割り,石 工)が 冠せられているのに注意 .

6 バ ラ モ ン (プ ラー フマ ン)の 地 域 的 な内 婚 単 位 と して全 イ ン ドに 25以

上 の サ ブ 。カ ー ス トが 認 め られ て い るが ,サ ナー デ イヤ Cプ ラー フマ ンは そ

の 中 の 一 で あ る ガ ウ ダ
。ブ ラー フマ ン の 一 派 と され る 。

7 北 部 イ ン ドの パ ラモ ン の五 派 の 一 ,ガ ウ ダ 。ブ ラー フマ ン (Gauda)と

も呼 ぶ .

8 元 来 ,パ キ ス タ ンの北 西 辺 境 地 域 及 び ア フガ ニ ス ター ン を 中心 に住 む 。

イ ン ドヘ の移 住 は 15-16世 紀 頃 か ら とい わ れ る
`

9 参 照 した 3ケ 村 の うち ム ス リム の 人 口比 が 最 も高 い (24%)S村 で は

(Э  Ansari ,②  Te■ i ,③ Nai ,④ Mirasi ,⑤  Firai が カ ー ス ト と し

て 数 え られ て い る .そ の 労 働 人 口 86人 の うち 9名 は 農 業 労働 者 と して働 い

て い る .14名 は そ の 他 の職 に つ い て い る 。 (S。 ,P。 6)

〔住 居 〕

こ の村 の住 宅 事 情 は 比 較 的良 い 。 も
つ と も,家 は村 全 体 の計 画 の もとに

建 て られ て い る わ け で は な い 。普 通 , カー ス トご と に 1区 域 に 集 ま
つて い る 。

各 々 の カ ー ス トの住 居 は ,そ の所 属 の カー ス ト単 位 で集 団 を 作 り,他 の カ
ー ス

トの住 居 と入 り混 る こ とは な い .一 部 の家 では ,家 畜 小 屋 は 別 棟 に な
つて い る

が ,他 で は ,家 の 近 くに 家 畜 を つ ない て い る .I」 Odhaと イスラム教 徒 の住 居 は

か な り立 派 で あ る .Bhangiと 」atavaの 住 居 が 一 番 劣 つて い る 。

大 抵 の家 に は 換 気 窓 が な い の で ,部 屋 の 中 は か な り空 気 の流 道 が悪 くて

暗 い 。村 人 は 換 気 窓 は 泥 棒 の侵 入 を 助 け る も
の で あ る と固 く信 じて い る .多 〈

の 家 に は ,専 用 の 台 所 とい う もの は な い 。庭 の 一 部 に屋 根 が か け られ ,そ
こで

食 事 が 用 意 さ れ る .か ま どに は 煙 突 が つ い て い ない の で ,台 所 の炊 煙 は 何 に も

妨 げ られ ず ,す べ て の 部屋 や 家 の 隅 々 まで拡 が つて ゆ くの で ,煤 が 壁 や屋 根 や

家 の他 の ところ に 附 着 して い る 。浴 室 とい う も
の もな い .用 便 に は 近 くの野 原

が 利 用 され る .女 性 は 屋 内 で水 浴 す る が ,男 子 は屋 外 で水浴 す る .一 部 の
ロー

ダー と イス ラム教 徒 の住 居 に は便 所 が あ る 。



〔建築 に要す る費用 〕

日干 し煉瓦 と窯焼煉瓦 は村 で 自給出来 る。 日干 し煉瓦 1,000個 の値段
は約 4。 5ル ビーで,池 の端 の製造場 か ら建築 現場 までの運 賃は 3ル ピーで ある。

煉瓦 築議 ●窯 は この村 の住 宅地 か ら 1/4マ イルの ところに ある。窯焼煉瓦 は い

ずれ も「 1,000個単位 で ,一 級品 45ル ピー ,二 級 品 35ル ピー ,三 級 品 25
ル ピー であ る .運 賃は 1,000個 につ い て約 2ル ビー である .砂 は 5マ イル離 れ

た Ka■ 1河 滑岸 9 Tigatha■ 村 にあ る。 1マ ン (約 3 7 Kg)が 0.25ル ピー

～ 0.31ル ピーである。 セ メン トは B■ OCk Deve■ opment officer,Tahsi■ ―

aar,・ DistriCt p■ anning ofFicerも し くは DistriCt Supp■ y offi―

corめ 許可が あれば , Chharraで 入 手μl来 る。標準規格 の 1袋 が 8.2ル ピー

であ る .石 は一般 に建築 には用 い られない 。石 が入用 の際は A■ igar h%Kas―

ganj:1求 め る こ とに なる。亜鉛 メ ツキのな ま こ板 は同 じくそれ らの市場 に

売 つてい る。鉄棒 や鉄 の材料は Chharraで 入 手出来 る こ とが あるが , また ,

A■ iga rhと ]建厖ganjか ら トラ ツク・ バ ス,又 は荷車 で運送 されることもある。

紫檀 (ShiSham),蒲 桃 (」alnurL)及 び マ ンゴーの板 は ,一 般に,窓 と

扉 の材料 と して用 い られ る。そ して ,ニ ームの梁材は屋根組 に用 い られ る。マ

ンゴー材 は耐 久 材 では ないが , このあた りで容 易に手に入 る。材 木は種類 と値

段は下 記の通 りで あ る。

ニ ー ム 蒲

サ イ ズ 9′狡 7″  9′狭 7″  9′狡

10.00 4.00 4.00

マ ン ゴー (梁材)こ ― ム

9′× 4″ × 4″ 9′× 4′狡 4″

3.00 5.00

桃

　

／

橿紫木材

段

一ピ
値

ル

マ ン ゴ ー

9′狡 7″

3.00

ニー ムの梁 材 は裕福 な人 たちが使用 し,貧 しい人 たちは マ ンゴー材 を用

い る .材 木はす がて Chharraの 市場 で調達す る ことが″1来 る .ム ー ンジ草 の

茎 (Mo6nO poo■ a)又 は麦わらが屋根 を葺 くのに用 い られ る .そ れ らは地 元 で

入 手 可能 で あ る。

家 を建 て る前に村人 は必 らず村 のパ ラモ ン (パ ンデ イ ツ トPanditと も

呼ば れる )に 建物 の礎石 を据 え るのに望 ま しい 日時を 問合 せ る。礎 石は パ ンデ

イツト自身 , もしくは ,家 を建 て る家族 の年 長者 に よつて据 え られ る。パ ンデ イ

ッ トは基礎 と,し て五・ 六個 の煉 瓦 を置 き,祈 薦 の後 ,そ れ らの煉瓦 の上 に草 ,

ギー (精 製パ ター ),黒 砂糖 ,そ れに数枚 の銅貨 を置 〈。 この儀式 がす ん でか

ら大工 (煉 瓦 を.扱 う石 工)が 作業 に と りかか る。参 列者 には黒 砂糖が配 られ る .

最 初あ扉 の枠い と り?け られ ると,黒 〈ス ワステ イカ _Li3(swaStika)が 扉 の

枠 に印 され る。‐少量 の牛糞 , うこん ,食 塩 , と うが ら し,そ れにびんろ うじの

がけ らを布 切れに包 み ,色 糸 で扉の枠 に 〈くりつ け る。

新 築 の家 に 入 居 す る際 の グ リハ 。プー ジ ヤー ,す な わ ち ,入 居 式 は ,パ
ンデ イ ツ トが 指 定 した 古 日に行 な わ れ る .親 族 と友 人 が 祝 宴 に 招 待 され る .パ



ンデ イ ツ トは「 サ テ イヤ ナー ラ
「

ヤ ン物 語 」 (Satya Nttrayaョ ak■ Kath⊃
4

を語 り護摩 を た く。 この 風 習 は 他 の地 方 で行 な わ れ て
い る入 居 式 (Grihrra―

vesh)に 類 似 して い る 。

大 工 の 日当 は 昼 食 付 きで 2.75ル ピー ,大 工 手 伝 い の 日当 は 1ル ピー で

あ る 。

0
1 タフシールダール (TahSI■dttr) 県の次区分であるタフシール (

TahsI■ )=郡 の 収 税 及 び 治 安 を管 掌 す る役 人 。 (P。 20の 0-6を 参 照 )

2 A■ igarh市  人 口 185,020人 (1961年 セ ン サ ス )。

3 Kasganj市  これは隣りのエーター (Ⅸ⊃県の西北部に位置する都市.
4 サ テ イヤ ナ ー ラー ヤ ン神 (Vi,■u)に まつ わ る物 語 , ヒ ン ド ウー 教 徒 の

家 庭 的 な慶 祝行 事 の 際 に ,バ ンデ イ ツ トに 語 つて も ら う。

〔住居水準 〕

次表は村のコ ミ

表  2-

ュニ テ イー別 家 屋 構 造 を示 す .

2

カ ー ス ト別 住 居 類 型

コ ミユニテ イー

土

造

り

壁

と

屋

根

が

粘

完

全

煉

瓦

造

り

屋 を

根 使

に 用

焼

煉

瓦

屋 薄 た   壁 根 造
根 粘 造   は は り
焼 土 り  粘 草
煉 を    土 葺
瓦 塗    ｀き
に つ   屋 の

l  Barhai
2  Brahmin
3  Bhangi
4  Dhob i
5  」atava
6  Kahar
7  Kayastha
8  Nai
9  LOdha

1

1

11

4

3

19

二

　

一
　

一

１

二

　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

二

　

一
　

一

５

一

５

７５

３

１

一

１

２

１

一

２

０４

15885013計合

二

一

一

4

一　

　

　

　

一
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８

２

１

４

一
　

一

ムス リム

lo Patha■ l
ll DhOb i
12 1LOhar

54計総 13 109 19



196世 帯 の う ち, 86世 帯 (43.9パ ー セ ン ト)の 家 屋 は 全 部 焼 煉 瓦
造 りか ,一 部焼 煉 瓦 造 りで あ るが ,109世 帯 (55.6パ ー セ ン ト)は 粘 土 の

屋 根 と粘上 の 壁 よ りな る家 に居 住 して い る .村 に は 恵 た , 1戸 だ け粘 土 の 壁 と

草 葺 の屋 根 の 家 屋 が あ る .焼 煉 瓦 で 出 来 た 屋 根 の上 に 薄 い 泥 の層 を作 る とい う

習 慣 が , この村 で は 広 く行 な わ れ て い る 。家 の 工 面 を焼 煉 瓦 で造 作 す るの も こ

の村 の 習慣 で あ る 。

村 の家 屋 構 造 を そ れ に 居 住 す る構 成 員 との 関 連 で分 類 してみ る と概 ね 次

の よ うに な る 。

カ ー ス ト

Lodha

Pathan

」atava.
Bhangi

3arha■

Brahmin

Lyastha
Nai,
Kahar

住   居
庭 あ り。煉 瓦 造 りの壁 と屋 根 ,叉 は粘 土 造 りの 壁 と
屋 根 を有 す る耐 久 的 ,半 耐 久 的 ,な い しは ,仮 設 の 1
部屋 も し くは 2部 屋 か らな る家 屋 .

ベ ラ ン ダ と便 所 付 きの 2部 屋 か らな る部 分 的 に煉 瓦 造

りの家 屋 。

粘土 造 りの 壁 と屋 根 を有 し,わ ら茸 きの入 口 を持 つ 1

部 屋 の家 屋 .

庭 あ り。 日干 煉 瓦 造 りの 1部 屋 か ら成 る家 屋 .屋 根

は 粘 土 造 り .

庭 あ り.焼 煉 瓦 に粘 土 の上 塗 りを した屋 根 を持 ち ,

耐 久 的 な 2部 屋 の家 屋 .

ベ ラン ダ付 きの 1部 屋 か ら成 る完 全 煉 瓦 造 りの家 屋 .

庭 を有 す る 1部 屋 か らな る粘 土 造 りの家 屋 .Kahar
の住 む 1戸 の 壁 は 煉 瓦 造 り。

Dhob i(Hindu)庭 付 きの 1部 屋 の 粘土 造 りの家 屋 .

Dhob i(Mll s■ iln),庭 とベ ラ ン ダ付 きの 1部 屋 か らな る粘 土 造 りの家 屋 .

ILoha r

次 表 は 家 屋 の 部 屋 数 に よ る 世 帯 の 類 別 で あ る 。・

表  2-3
世帯 の 規 模 と構 成

人   数

348

318

183

86

49

６

　

７

８

　

９

計合

１■．――――一――‐一‐‐‐
＝

196

30

100 984



総 人 日 の 35。 4パ ー セ ン トを 占 め る , 42.3パ ー セ ン トの 世 帯 it,1

部 屋 しか ない 家 屋 に居 住 して い る 。総 人 白の 32.3パ ーセントを 占め る。33.7パ

ー セ ン トの 世帯 は ,2瓶 屋 を 有 す る家 に 居 住 して い る 。総 人 口の 18.6パ ー セ ン

トを 占め る ,15.8パ ー セ ン トの 世 帯 は , 3部 屋 を有 す る家 に居 住 し,総 人 口

8.レヾ―セ ン トを 占め る , 6. 2パ ー セ ン トの 世 帯 は ,4部 屋 を有 し,全 人 日の

4.9パ ー セ ン トを 占め る ,2バ ー セ ン トの 世帯 は , 5部 屋 以 上 の家 屋 に 居 住 し

て い る 。 1世 帯 の 平 均 人 数 は 5人 で あ る 。 した が つて , 1部 屋 当 りの 平 均 人 数

は 2.6人 で ,住 宅 事 情 は 良 〈な い 。
2

次 表 は 世帯 の 規 模 と構 成 を 示 す もの で あ る

表  2-4
世 帯 の 規 模 と 構 成

世帯別人数   世帯数  . 総世帯数比∽

二lI三1_11二二_:1111111
3-3 1 54 1 27. 6   1

4-6   89 1   45.4 1

7-9 ‐ 26 1   13.2 1

人数合計

1  1

143

総人口比∽

1.1

14.5

44.4

20.2

19.8

437

８

　

５

一^一一一一一一一一
一一・
　
¨
　
　
一一一一一一一一一一．一一一ヽ

10以 上 16 8.2

上掲 の数字 は,世 帯 の構成人員 が 4～ 6人 であ る世帯 が一番 多 い と云 う

ことを示 してい る。平均世帯人数 は 5人 で ある。

③
1 家 の 部屋 数 に 関 係 な く,い ず れ の 部 屋 も特定 の用 途 に用 い られ る こ とは

な く,い ず れ の用 途 に も用 い られ る .(Q,P。 25)

2 G村 の カ ー ス ト別 住 宅 事 情
カー ス ト  世帯数 人 数 住宅数 先祖伝来の

家屋

44 227  46     4
31 178  34     7
20 120  20     3
19 125  19    4
9  51  10     2
9  56   9     1
6  32   6     1
5   38   5     -
1    9   1     -
1    5   1     -
1    9   1     -

世帯当平均 部屋当平均
部屋数    人数

1.8   2.9
2.6   2.2
2.1   2.9
1.9   3.4
1,3   4.3
1.7   3.7
1.9   2.9
1.8   4.2
1.0   9.0
1.0   5,0
1.0   9.0

chamar

Gujar
Brahmin
Ra」 put
Nai
Bhangi
GOSa■n
Ban■ya

Sunar
Kumhar
Kadera

11



」at
Mus■ im

計      14

11   1
14   2
875 155

3.0  3.6
2.0  3.5
2.0  3.0
(α ,IP.29)
K 村

世 帯 数  居 住 者 数

27    97
28   121
20   106
21   112
19   145
(K,P.5)

一
　

一　

２２

１

　

，
″
　

ｎ
ｖ

KOS村 の住 宅 事 情       S 村

住 宅 の 種類       世 帯 数  居 住 者 数
い わ ゆ る部 屋 で は な い もの    1    5
1部 屋 の もの         78  330
2部 屋 の もの           77   400
3部 屋 の もの         27   147
4部 屋 の もの          9   62
5部 屋 以 上 の もの        8   65

(S.,P。 6)

〔身 体 の特 徴 〕

この村 の住 民 た ち は北 部州 の西 部 で普 通 に 見 られ る平 均 的 な体 格 を して

い る 。パ ター ンは 背 が 高 く,色 自 で あ る 。 ロー ダー .バ ンギ ー , チ ヤマ ー ル ,

ドー ビー ,そ れ に ナー イー は 浅黒 いが ,バ ラモ ンは 色 が 自 い .老 人 は一 般 に 長
い 口 ひ げ を蓄 え て い る 。 イ ス ラム教 徒 の老 人 た ちは あ ご ひ げ と長 い 口ひ げ を蓄

え て い る 。 若者 た ちは さま ざ ま の形 に 整 え た短 い 口 ひ げ を生 や して い る .

〔服 装 〕

村 人 の一 riSは デ ー シー (Deshi,そ の地 方 特 有 の )靴 を は い て い るが,

工 場 製 の靴 が 一 般化 しつ つ あ る 。一 部 の 婦 人 た ちが まれ に サ ン ダル をは 〈l

ヒン ド ウー教 徒 の男 子 は ドー テ イー
2と
呼 ば れ る腰 布 と クル ター

3と
呼

ば れ る シ ヤ ツ を着 て い る 。一 部 の人 は 外 Jl時 に ガ ン ジー 帽 (縁 な し)か ター バ

ン (Sttf百 )を 着 用 す る 1高 齢 者 た ちが ガ ー ラー
5と
か ヵ ッダル

6と
ぃ った 手織

りの布 地 を 好 む の に 対 し,若 者 た ち の好 み は は つ き り と工 場 製 の布 地 の ほ うに

傾 い て きて い る 。学 童 た ち は
7半
ズ ボ ン と シ ヤツ を着 る か ,パ ー ジ ヤー マ ー

8

と シ ヤツ を 着 るの が 普 通 で あ る .冬 の 間 ,裕 福 な家 庭 の 男 子 は 背 広 や セ ー ター

や ジ ヤケ ツ トを着 用 す るの が 普 通 で あ る 。 イ ス ラム教 徒 は
9,ア

リー ガ ル 風 の

パ ー ジ ヤー マ ー , シ ヤ ツ , も し くは , クル ター を 着 用 し,縁 な しの帽 子 を か ぶ

るの が普 通 で あ る 。 ま た , ドー テ イー の か わ りに タ フマ ド・
°
を着 用 す る .

ヒ ン ドウー教 徒 の 婦 人 た ち は カ ミー ズ・・ と い う一 種 の プ ラ ウス とサ リー

・
2を
着 る .ラ ハ ンガ ー・

6と
ォ _ル ニー・

4を
着 用 す る こ とは ま れ で あ る 。一 部 の

若 い 女 性 は プ ラジ ヤー とペ チ コ ー トを 着 用 して い る 。 イ ス ラ ム教 徒 の 婦 人 た ち

は
■5サ
ル ワー ル・
6,ジ
ャ ンパ ー ,そ れ に ド ウパ ツター・

7と
黒 い ブル カ ー・

8を
ま

と う。彼 女 た ち は 外 ど1時 に は い つ もブル カ ー を着 用 す る .イ ス ラ ム教 徒 の 婦 人

の 一 部 高齢 者 は ,安 価 な粗 布 で仕 立 て た ,ぴ つ ち りしま つた パ ー ジ ヤー マ ー と

クル ター ,そ れ に ドウパ ツター を 着用 す る 。・ 9 1

32



③
1 村人 はふ だんは裸足 であ るが,祝 祭 日や村 か ら外へ 出 る時には田舎 製 の

靴 や サ ン ダルをは 〈.(S.,P.7)
2 ド―́テ イー (n10ti) 幅約 1米 。 長 さ 4～ 6mの 木綿布 。当該 地方で

は 一端 を股に通 して た くしあげる着方 が普通 .女 性 も着用す る ことがあ るが ,

上 半 身 も包 む 。

3 クル ター (Kurt百  ) 丈 がひ ざまで ある,長 袖 , え りな しシ ヤツ。前

ぁ きでゆ つた りしてい る。北 イン ドを中心 に着用 される 。

4 グー ジ ヤル (Gujar)や ラージ プー トの裕福 な者 にあ つては , かつ て タ

ーバ ンを巻 い ていた ことが あるが ,今 日では用 いな くな つてい る。(G。 ,P。 36)

5 ガー ラー (Ga rh百 ) 厚 手の手織 り綿布 .

6 カ ツダル (Khaddar) 手紡 ぎ手織 り綿布 ,綿 布以外 の もの を さす こ

と もあ る。

7 小学 生は半 ズボンとシ ヤツを着 る。中学生以上 の学 生は シヤツか半袖 開

襟 シ ヤツとズボンを着用す る .(S.,P,7)
8  ′ヾ ― ジ ヤー マー (Pajttma ),パ イ ジ ヤー マー (Pyjam百 ) と もい う。

ズボ ンの よ うに筒形 に縫 つた もの .足 首 まであ る。ひざか ら下が ゆ つた りした

もの と ももひ きの よ うにび つち りした もの とある。腰 は ひ もで しめ る。

9 イス ラム教 徒は色物 の シ ヤツ,パ イジ ヤー マー ,そ れに綿製 の縁 な し帽

を祭礼 の時 ,着 用 す る。 (S。 ,P,7)
10 タ フマ ド (Tahmad)  タ フバ ン ド (Tahband) と もい う. 腰 に巻 く

だ けで短 〈,色 物 が普 通 。「 ムス リムの男子 は色 物の腰布 ,バ ンギー を着用す

る .」 (K,P。 5)
11 カ ミー ズ (Kamlz Qam■ z) これは女 性の下着 で, 丈 が長 くひ ざまで

あ り,ゆ つた りしてい る .男 子の着用す る腰 までのえ りな しシ ヤツ も同名 であ

る .

ぁ な傷 4,晨 だ 尋τ ≒ L端 を 賄 霞 :書「 [ム こ な ,皇 僧 :二 し、:ll見 [泥 f

つて そ の着 方 に か な りの 相 違 が あ る .ド ー テ イー は 手 織 り も機 械 織 りもあ るが

縁 は 3,4イ ンチ幅 で 模 様 が 入 つて い る 。 イス ラム教 徒 の婦 人 も ドー テ イー とブ

ラ ウス を 着 用 す る 。 (K,P.5)
13ラ ハ ンガ ー (Lahang百 )く るぶ しま で あ るゆ つた り した ス カー ト (普

通 ,ひ だ ス カー ト).北 部州 ,中 央 州 , ラー ジ ヤス ター ン ,パ ン ジ ヤー プ , グ

ジ ヤ ラー トな どの 田 舎 の女 性 が 多 く着 用 .地 方 に よ つて は 低 カ ー ス トの者 が着

用 . ガ ー グ ラー (Ghaghr百 )と もい う。

チ ヤマ ー ル や パ ー シー・ カ ー ス トの女 性 は普 通 , ラハ ン ガ ー や カ ミー ズ

そ れ に オ ー ル ニ ー を着 用 す る 。 (K,IP。 5) ラハ ン ガ ー を 着 用 す る のは チ ヤ

マ ー ル の女 に 限 られ る 。 (S.,P.7)
14オ ー ル ニー (Orhn■ ) 頭 か ら腰 に か け て うちか け て ま と う縫 い 日 の

な い布 .左 端 を た 〈 しこみ ,他 の 一端 を頭 ,胸 をへ て前 へ 垂 らす 。背 部 もお お
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わ れ る .頭 ご しに 31き 下 げ て顔 を か くすのにも用 い ら れ る .

15-般 に イ ス ラム教 徒 の女 性 は ,赤 色 の び つち り したパ ィ ジ ャー マー , シ
ヤ ツ,そ れ に ド ウパ ツター を ま と う。娘 た ちは サ ル ワー ル , クル ター ,そ れ に
色物 の ドクパ ツター を着 る .晴 着 と い つた もの は な い 。 (S.,P,7)
16 サ ノレワー ル Sa■Wttr (sha■ war) ズ ボ ンの よ うに仕 立 て て あ る 力1, 足
首 まで ゆ つ た り して い る .

17 Dupatta オ ー ル ニー と 同義 に 用 い られ るが ,頭 上 か ら うちか け背 部
に 垂 らす 着 方 が普 通 。 なお , これ は ス カー フ式 に 胸 か ら肩 に か け 腰 に い た る着
方 をす る こ と もあ る 。

18 Burqa  イ ス ラム教 徒 の 婦 人 が 外 ど1時 に 着 用 す る ,全 身 の 着 衣 をす つ
ぽ りお お う外 套 .足 首 も し くltひ ざ下 ま で あ る 。
19衣 服 は 普 通 村 の 仕 立 屋 に 仕 立 て て も ら う .洗 濯 は 家 です る 。裕 福 な家 庭
で は 村 の洗 濯 屋 に ど1す .料 金 は点 数 制 で支 払 うか ,収 穫 時 に 現 物 で支 払 う。洗
濯 屋 は ア イ ロ ンを 持 つて い な い 。 (K,P.5)

〔装身 具 〕

男 子は一 般 に ,金 ,銀 ,そ の他 の金 属 で作 られた指 環以 外 の装身具 は身
につ けない 。女 性が一 般 に着用 してい る装身具 の この地方 での呼称 は下 記の通

りである。

装 身 具 の この地 方

で の 呼 び 名

。Ba■ tt Bunda Tap KaranphuL
=」humki
OHansu■ i
OSitarani,Locket 」auma■ a
Matarma■a  Campaka■ i,
Gu■uband Moharma■ a
oLaung sentha
oKara

・ Tika.」 hullla r
eDastbanと  Pahunchi,
Kangan Be■ churi
oKarahan■

・Laccha Reshan Patti,
Gu■ shan Patti Chaga■ ,Pazob
oBichua Cha■■a

装 身 具 の 種 類

。耳 たぶ に つ け る イ ヤ リン グ

・銀 製 の首 飾 りで か な り重 い

。様 々な形 の ネ ツク レス

・鼻 飾 り

。金 製 又 は 銀 製 の腕 環 .中 空 に な つて
い な い銀 製 の ものは くるぶ しに も着

用 す る

。金 製 の 額 飾 り

0金 製 の 手首 飾 り

。腰 に帯 び る金 製 又 は 銀 製 のベ ル ト .

金 製 の もの は 少 な い

。くるぶ しに つ け る銀 製 の飾 り

。足 の指 に つ け る銀 製 ,な ぃ し,そ の
他 の 金 属 製 の 飾 り
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ロー ダーやバ ラモ ンや ムス リムの婦 人の中 には金 製 の Tika, 」hlmar,
Dastbantt ILaungl sltttramIな どを身 につけ てい る者 力ゞ い る 。そ の他 のカー
ス トの者 が着用 してい るのは,一 般に銀製 の装身具 である .

イスラム教徒の婦人は一般にKa ranphu■,」hutta Gu■uband Tika
」hunlar,Locket,Jauma■ a,Mat arma■ a Champaka■ i,Pahunchi,Kangaュ
Dastb and, Che■ curtt Reshalnpatt■ Ohaga■,I・ accha, Cha■ ■a を着 用 す
る 。 ヒ ン ドウー の 既婚 女 性 は み な Bichu百 を身 に つ け て い る .Cha■■百 は ムス
リム の婦 人 が 既婚 の し る し と して身 に つ け る .未 亡 人 は 装 身 具 を着 用 しな い 。
現在 では,日 常 生 活 の な か で , これ らの装 身 具 を着 用 す る機 会 は 少 /3‐ くな

つて きて い るが ,出 来 る だ け 多 くの装 身 具 を所 有 したい との 婦 人 た ち の熱 望 に
は 今 も昔 も変 りは な い .実 際 , 日常 生 活 の場 で これ らの 装 身 具 を 身 に つ け て い
る こ とは無 用 心 で あ る .し か し,地 域 社 会 で の 自分 た ちの家 族 の威 信 を高 め る
た め に ,儀 式 の 際 に は ,婦 人 た ち はど1来 るだ け 多 くの 装 身 具 を身 に つ け る 。

〔家 財道 具 〕

次 表 は コ ミ ユ ニ テ イー別 家 財 道 具 の類 別 で あ る 。

表  2-5
コ ミ ユ ニ テ イ ー Zljに み た 家 財 道 具・

目

1.椅 子
2. テ ー プル

3. 寝 台
4. チ ヤー ル パ ー イ ー
(簡 易 ベ ツ ド)

5。  鏡
6。  ベ ン チ

7. 床 几
8. 戸 棚
9. ラジオ
10.レ コー ド

H.石 油 ス トー プ
12.懐 中 電 燈

13.耐 風 ラン プ

14.石 油 ラ ン プ

15。 自転 車

△

計

44

38

60
196

108
13

18

124
3

1

7

57

143
11

58

35

:

ダ

|
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4
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6

45

所 有 して い る 世帯 数

ジ ヴ

ヤ ア

l

タ

ム
　
ス
　
リ

ム

ヒ

ン

ド

ウ

ー

そ

の

他

の

ナ

ー

イ

ー

２

　

，
一
　

，
″
　

″
‘

一
　

一
　

一　

２９
一

2   12
2   10
3   13
15   29

6   18
1        6

-      7

7   17

-   2
3   13
10   29
1      4

3      8

７

１

１

３

一

一

１

一

４

一

１

４

一

一

４

二

一

一

ｏ

一

１



ILodhaと Pathanは 裕 福 な の で ,当 然 物 質 文化 の 面 で も進 ん で い る 。
1962年 11月 に ,再 調 査 の た め に この村 を訪 問 した 際 ,修 理 の ため に 町 へ

「 1さ
れ た の か , ラ ジオ 受 信 機 は 一 台 も見 あ た らな か つた .家 財 道 具 の普 及 率 は

次 の 通 り。椅 子 -44世 帯 (22%), テ ー プルー 38世 帯 (19%),寝 台

-60世 帯 (31%),鏡 -108世 帯 (55%),ベ ン チー 13世 帯 (6%)
床 几 -18世 帯 (9%),壁 戸 棚 -124世 帯 (64%),石 油 ス トー プー 7

世帯 (3%),懐 中 電 燈 -57世 帯 (29%),石 油 ラ ン プー 11世 帯 (5%)
耐 風 ラ ン プー 143世 帯 (72%), 自転 車 58世 帯 (29%).

チ ヤー ル パ ー イ,す な わ ち ,簡 易 ベ ツ ドは 全 世 帯 が 持 つて い る .物 質 文
化 の 面 では 当 村 は か な り進 ん で い るほ うで あ る 。

次 表 は村 人 が 使 用 す る台 所 用 具 の類 別 で あ る 。

豆 や 米 を煮 た り野 菜 を調 理 す る ため の真鍮

製 の容 器

野 菜 を い た め た り,ハ ル ワー (ha■wa)2
や プー リー (purT)を こし ら え る の に 用
い られ る鉄 製 , も し 〈は ,真 鍮 製 の フ ライ
バ ン

小 麦 粉 を こね るた め の 大 きな 真 鍮 製 の 皿 .

料 理 を取 り分 け る の に 用 い る大 皿 .真 鍮 や
ア ル ミニ ウム製 の ほ か ,銅 や 鐘 青 銅 の もの
もあ る

チ ヤパ ー テ イー (Chapatiチ を焼 くの に
使 用 す る 中 央 の くに ん だ 円 形 の 鉄板

6. Camca Karcha■ i  調 理 さ れ た豆 や 野 菜 を と り分 け るの に 用 い

る鉄 製 又 は 真鍮 製 の 大 さ じ

1. Pat i■ tt Degci;

Batu5 CBat■ D
2・  LFahi

3。  Parat
4. Tha■ i

5. Tawa

7. IIot a

8. Ka■ sa Tamarhi

9・  Balti
10.Gi■as
ll.Bhagona

12.Oimta
13.Katori,be■ a
14.Katordan

15。 Chabaria
16.Kunda

水 を くむ の に 用 い る 真鍮 製 の 小 さな 円 い容

器

水 を汲 み お い た り,水 を運 ん だ りす るため
の水 ガ メ

鉄 製 の バ ケ ツ

真 鍮 製 の コ ツプ

牛 乳 を温 め た り,野 菜 や豆 を料 理 す る の に
用 い る真鍮 製 の 容 器

火 箸

野 菜 や豆 を取 り分 け る の に 使 用 され る小 皿

焼 き上 が つた チ ヤパ ,テ イー を入 れ る藉 付
きの 真鍮 製 容 器

焼 き上 が つた チ ヤパ ー テ イー を入 れ る籠 .

一 部 の イ ス ラム教 徒 の家 庭 で使 用 さ れ る小

麦 粉 を こね る木 製 又 は 陶 製 の 大 きな器 .ヒ
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17.Hancia

ン ド ウー教 徒 の家 庭 の p3′ ratと 同 一用 途 に

使 用

イ ス ラム教 徒 の一 部 の 家 庭 で ,野 菜 や豆 を

調 理 す る の に 使 用 され る陶 製 の容 器 .ヒ ン

ドウー教 徒 の 家 庭 で用 い られ る Dogachi

に 相 当

イ ス ラ ム教 徒 が 使 用 す る呑 日付 きの 多 目的

ロー ター (上 記 7)
18.TOntidar ■ota

上記の器物のうち,DegcI Tha■tt Parat,Lottt Canlctt Cint瓦 ]磁―

有Ortt Tawaは 殆んどの家庭で使用されている。Bhagona Ka■
stt Ba■ tI,

Kaま ord百■KaFahtt Gi■ ttSは 裕福な家庭で用いられている。また,裕 福な家

庭 で は , これ ら以 外 に 数 多 くの便 利 な器 物 が 使用 され て い る .イ ス ラム教 徒 は

銅 製 及 び ア ル ミユ ウム製 の器 物 を多 く使 用 して い る 。貧 し
い ム ス リムは 陶 製 の

皿やHτ
箋普]jヾ F夕 rttlal書lル絶::景 II曽:ibtt.h百 )で煮炊きする。 燃

料には薪と乾燥 した牛糞 とが用いられる。主婦はこれら金属製の食器を磨 き上

げねばならない し,特 に夏は暑 さと重
`る

ので料理は骨の折れる仕事である .

③
1 家 財 道 具 数 (G村 の 場 合 ,統 計 が 明 らか で な い もの は 記 さ ない 。 )

世帯数 寝台 椅子 簡易  耐風  懐中 石油ス 自転車 ラジオ ミシン
ベ ツド ランプ 電燈  トープ

K村  115  3 3 H5  89 2  1  23
S 村   200  2 13 200   88 29        8   8

73  34         25    5    8G 村  149

2 Ha■ wa 小 麦 粉 や 豆 粉 に 砂 糖 や 薬 味 ,ひ き割 りの 豆 や に ん じん な ど を加

え て バ ター で い た め た菓 子 , デザ ー ト用 .

3 Pttri 小 麦 粉 な どの穀 類 の粉 をせ ん べ い 状 に の し鉄 板 (な べ )で 焼 い

たものをローテイー (ROtI)と 呼び,バ ターや油で揚けたものをプーリーという.

4 C apatT ローテイーの特に薄く焼いたものをさす。
5 Pat ra 炊事場で用いられる低い木製の腰推iけ 台, ピーラー (PITha)

と もい う。

〔飲 食 物 〕

次 表 は この村 の 菜 食 主 義 者 と非 菜 食 主 義 者 の人 口 を
コ ミ ユニ テ イー別 に

ま とめ た もの で あ る 。 ・

表  2-6
食 事 傾 向

総 世 帯 数

123
コ ミ ユ ニ テ イ ー

1, LOdha

菜 食 世 帯

123
非 菜 食 世 帯



2. Barhai
3. B rahnan
4. Bhangi
5. 」atava
6. Dhob i

7. Lhar
8. Kayastha
9。  Nai
10。 Mus■ illl

合   計

7

2

3

22
1

1

1

7

29
196

7

2

1

1

1

7

142

3

21
1

29
54

この村 の 全 世 帯 の 72.4%を 占 め る 142世 帯 は 菜 食 主 義 で , 残 りの 54
世 帯 (27.6%)カ リ F菜 食 主 義 家 庭 で あ る .こ こで い う非 菜 食 主 義 世帯 とは 普 通
の炊 事 場 で ,肉 や 卵 を料 理 して も差 支 え の な い 家 庭 の こ と で あ る 。Bhangi と
Dhobi,そ れ に イ ス ラ ム教 徒 の全 世帯 と一戸 を 除 〈」at avaヵ ― ス ト全 体 が 非
菜 食 主 義 世帯 で , そ の fLJは 菜 食 主 義 世帯 で あ る .菜 食 主 義 世 帯 は 非 菜 食 主 義 世
帯 の ほほ 3倍 を数 え る .

牛 孝Lと 撃L製 品 は 乳 牛 を飼 育 して い る家 庭 では 常 食 とな つて い るが ,牛 乳
を 市場 へ 11す 傾 向 が 増 加 しつ つ あ る .子 供 や病 人 の た め に は 牛 乳 が 買 い 求 め ら
れ る 。肉 は 高 価 な の で ,非 菜 食 主 義 の 世帯 で も滅 多 に しか 消 費 され な い .

食 事 は 穀 類
2が
中 心 で あ る 。 一 部 の家 庭 では 地 元 栽 培 の 野 菜 を 消 費 する .

一 部 の人 は Chharraに 立 つ 定 期 市 で 野 菜 を買 う。 この 村 では ,毎 日 ,果 物 を
食 べ る習 慣 は な い .夏 季 に は ,安 価 な マ ン ゴー (Mango)が 賞 味 され る 。 メ ロ
ン と西 瓜 も夏 の 果 物 で あ る 。紅 茶 は 25軒 の 家 で常 用 さ れ て い るだ け で あ る 。
ひ よ こ豆 (の 粉 )を 混 じた小 麦 (粉 )が 裕 福 な家 庭 で , 2月 か ら 10月 ま で 消
費 さ れ る 。 そ れ 以 後 は , バ ー ジ ラー (Bttj r百ぃ ね 科,と う

｀
じんびえ)(の 粉 )と 。 と

う もろ こ し (の 粉 )が 主 食 に な る 。 ひ よ こ豆 と ,え ん ど うを大 麦 に 混 じたベ ー
ジヤル (Bejhar)と ぃう雑炊が,貧 乏な人々の主食であるが, 11月 から 2
月 ま では 裕 福 な人 々 と同 様 に バ ー ジ ラー と と う もろ こ し と を常 食 と して い る 。

大 抵 の 家 で は ,朝 食 に は チ ヤパ ー テ イー (Chapati_)に 乳 製 品 か 少 量
の 食 塩 を つ け て食 べ る .貧 乏 人は 前夜 に 焼 い て 固 くな つ た チ ヤパ ー テ イー に 食
塩 を つ け て 食 べ るが ,中 に は 朝 焼 か せ る者 もい る 。 こ の村 の ,大 抵 の 家 の昼 食
と夕 食 は チ ヤパ ー テ イー と豆 汁 (D百■ )で あ る 。食 事 の 回 数

3は 17.3%の 世
帯 で は 1日 に 3回 で , 残 り の 82.7%の 世 帯 で は 2回 で あ る

この 村 に は 飲 酒 癖 の あ る もの は 一 人 もい な い と
4さ
れ て い る 。

③
カ ー ス ト と 禁 忌 飲 食 物

る

子

す

玉

忌

魚

林
ホ
肉 亀 曇

蓼

L醒剤 言暑42 露[02

カー ス ト ‖」帯数
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Chamar

Gujar
Brahman
Ra」 put

Nai

Bhangi

GOSa■ n

Baniya

Sunar
Kumhar

Kadera
」at

WIus■ im

計

4,4    -

31   26

20   20

19   17

9      8

9      -

6      6

5      5

1        1

1        1

1        1

1   -

2   -

149   85

―    ―-   39   42   44    1:

26   21   29   29    5   (1

20   20   20   20   -   ―

17  16  14  19   2   -

8   8   5   9   1   -

一 -6891

6666-―

5555-―

l    1   1    1   -   ―

1        1        1        1       -―
       ― ―

1   1   1   1   -   ―

一
   

―    1   1   1   -

― ― -22-

85   80  128  144   64    5

(Q,R32)
2 主 食 は季 節 や 収 穫 期 に よ つて 異 な るが ,経 済 的 に 余 裕 が あ れ ば ,年 中 食
べ た い もの を食 べ る こ とが で き る 。 も つ とは つ き りさせ る と i裕 福 な 家 庭 と貧

しい 家 庭 ,農 家 と非 農 家 とに分 け られ る .1年 は 3期 に わ け られ る .す な わ ち

カ ル サ ー (Khars瓦 夏 期 ),チ ヨウマーサー (C haumasa,雨 期 )及 び ジ ヤー ラー

(」ara.冬 期 )。 夏 期 に は (農 家 。非 農 家 を 問 わ ず )裕 福 な家 庭 で は 小 麦 と ゴ

ー ジ ラー (GOjra小 麦 と大 麦 の 粉 を混 じた もの )を 食 べ ,貧 しい家 庭 では た

い て い ゴー ジ ラー の み で ,小 麦 粉 は まれ に しか食 べ な い 。雨 期 に は 貧 富 や農 家

非農 家 に 関係 な く,小 麦 粉 の か わ りに ゴー ジ ラー を食 べ る .も つ と も,時 折 り
ゴー チ ヤニ ー (Gocani,小 麦 粉 とひ よ こ豆 の 粉 とを 混 じた もの )も 食 べ る 。 こ

の ほ か ,貧 しい 家 庭 で は この 期 に は ベ ー ジ ヤル (Bejha手 小 麦 ,大 麦 及 び え ん

ど う豆 とを 混 じた もの )も 食 べ る 。実 際 に は ゴー チ ヤ ニー や ゴー ジ ラー よ り も

ベ ー ジ ヤル を食 べ るほ うが 多 い 。裕 福 な 家 庭 の 一 部 で もベ ー ジ ヤル を食
べ る こ

とが あ る が ,経 済 的 な 理 由 か ら とい うよ り食 べ物 に 変化 を もたせ る とい う理 由

か らで あ る 。ベ ー ジ ヤル は 一番 安 価 で あ り, ま た ,栄 養 が 一番 少 な い とされ て

い る 。 この期 を通 じて 小 麦 粉 を食 べ る の は ご く少 数 の裕 福 /4-家 庭 に 限 られ る 。

冬 期 に は 各 家 庭 で 主 と して バ ー ジ ラー (と う じん び え )と と う もろ こ しを食 ベ

る よ うに な る 。 これ らは 村 内 で の収 穫 では 間 に 合 わ /A‐ い の で (デ リー の )シ ヤ

ー ダ ラー の市 場 で購 入 さ れ る 。や は りこの 期 を通 じて小 麦 粉 を食
べ る家 庭 は ご

〈少 数 で あ る 。 この 期 に バ ー
ージ ラー と と うもろ こ しに 切 りか え るの は これ らを

食 べ る と体 が 暖 ま る と考 え られ て い るか ら で あ る 。 (α ,PP。 30-31)

な お , ゴー チ ヤ ニー , ゴー ジ ラー ,ベ ー ジ ヤル とい つ た 混合 穀 類 に お い

て ,混 合 度 は 当 該 世帯 の経 済 状 態 に比 例 して 異 な る 。一 般 的 に 貧 しけ れ ば 貧 じ

い ほ ど小麦 に 対 す る そ の 他 の 質 の 劣 つた穀 類 の割 合 は 多 〈な る .た だ し,そ の

限 度 は 最 高半 々 とい う こ とで あ る 。 (G。 ,P。 31)



ヵ ― ス ト と 主 要 穀 類

摂取する穀類

世帯数 小 麦 ゴーチ ゴージ ベ~ジ
ャ ニ ー  フ ー   ヤ ル

も
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こ

と
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9
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19   19    9
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6      6      6

5      5      5
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(α ,P。 30)

冬  期

2度   3度
44    -

30     1

20    -

17    2

9      -

9      -

6      -

5    -

1    -

1    -

-   1

1   -

2      -

145     4

(Q,P.34)
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夏   期
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43  106

ヵ― ス トと 1日 の食 事 回数
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4 カー ス トと食 習 慣
ヵ―ス ト    世帯数       ふ だ ん 食 べ る 食 品 と 世 帯 数

牛子L 砂糖 粗糖  ギー
 幅
物 ビ
タ 紅茶
 ゞんク

凝茅し
 菫寧基

魚
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Oユ jar
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Ra」 put

Nai

Bhangi
oosa■n
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Sunar
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」at

Mus■ im

計

44   15   28   44    4   44
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20    19    16    20    15    20
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555555
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1      1     --     1      1      1

111111
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149    96    99   149    80   149

44   22   28   12   44

15    18    80    30     5

13    13    20    20    -

12   12   19   19    2

2    6    9    9    1

-8529
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5255-

―
  -  1   1  -

1  -  1   1  ~

1  -  l   l  l

-2222

56   86  117  1∞    64

(G.i IP.31)

4食 生 活 の変 化  G村 は 都 市 近 郊 の 農 村 と Lン て と らえ る こ とが で きるが , 
こ

こで の食 生 活 の変 化 は 要約 す る と次 の よ うに な
る 。① 玉 子 を 公 然 と食 べ る よ う

に な つて きた こ と 。② 牛 乳 を (都 会
へ )売 る家 庭 が ふ え た た め ,ギ ー よ りも植

物 油 を 多 用 す る よ うに な り,ま た ,牛 乳 や凝 予し,パ ター な ど も以 前 ほ ど摂
取 し

な 〈な つた・ ○ 独 立 前 は ほ とん ど紅茶 を飲 ま
な か つた の が ,半 数 以 上 の家 庭 で

紅 茶 を飲 む よ うに な つて きてい る
´牛 乳 や バ タ ミル ク よ りも紅 茶 を 客 に す す め

る傾 向 が あ る 。④ 炭 酸 水 や ビス ケ
ツ ト類 も入 つて きて い る 。⑤ 粗 糖 の代 りに 自

砂 糖 を用 い る傾 向 が 強 くな
つて きて い る .な ど . (Q,P.35)

s村 では ,半 数 の 世帯 (100)は 11月 か ら 3月 ま で
バ ー ジ ラー (の粉),

4月 か ら 10月 ま でベ ー ジ ヤル を常食 とす る 。小 麦 (粉 )を 食
べ る の は na―

ttri,Te■ i,Barhai Chamarに 限 られ る .米 は 普 爵 ,食
べ な い 。同 村 の 菜 食

主 義 世 帯 数 と非 菜 食 主 義 世 帯 数 とは そ
れ ぞれ 101戸 と 99戸 で あ る .紅 茶 を

ふ だ ん 飲 む の は メ フ タル・ カ ー
ス トの 世帯 に 限 られ る 。 ラー ジ プー トや

バ ラモ

ン , チ ヤマー ル な どの カ ー ス トは冬 期 に 紅 茶 を飲 む
。酒 類 を飲 む の は カ

ハ ー ル

チ ャマ ー ル , メ フタル に 限 られ る が ,祝 祭 日以 外 に は飲 ま な
い .全 世帯 の 15

%が 1日 2度 の 食 事 をす る 。他 は 1日 に 3度 食
べ る 。  (S.,P,10)

K村 で は 小 麦 粉 , も し 〈は ,ベ ー ジ ヤル (大 麦 とひ よ こ豆 を 混 じ
たもの )

が 大 多数 の 世 帯 の 主 食 で あ る .BIimiha4 Kttyasth SOn百 ■
それにChurihar

の 世 帯 で は た い て い 米 を食
べ る 。全 世帯 115戸 の うち菜 食 主 義 の家 庭 は 75

戸 で あ る。 Kumharと Vaishは 菜 食 主 義 を守
つ てお り, 肉類 は 一 切食 べ な い 。

菜 食 主 義 で な い家 庭 で は ,山 羊 の 肉 や魚 そ れ に 玉 子 を
手 に入 つた 時 に食

べ る .
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ム ス リムは 年 間 を通 じて 肉食 し, 時 々 ,家 禽 を食 べ る 。料 理 に は か ら し油 が 主
と して用 い られ る 。牛 撃しや ギ ー は 十 分 に 得 られ な い 。果 物 は ご くわ ず か しか 食

べ ない .コ コ ナ ツや バ ナ ナは 祝 祭 日に しか 買 わ な い 。粗 糖 が 一 般 に 用 い られ る .

習 慣 的 に 紅 茶 を飲 む者 は 一人 もい な い  ム ス リム と カ ー ヤ ス トは 冬 の 間 だ け飲
む酒 類 を飲 む の は チ ヤマ ー ル・ カ ー ス トの者 だ け で ,そ れ も,祝 祭 日に 限 られ
る 。全 世帯 115戸 の うち 40戸 (35%)が 1日 3度 の食 事 をす るが ,他 は
1日 2度 しか食 べ な い 。一 般 に 男 子 が先 に食 べ そ の後 で女 子 が 食 べ る .(K,
P.7)

〔習 俗 と信 仰 〕

各 コ ミ ユニ テ イー の社 会 的 行 動 は ,殆 ど逐 一 が 太 苦から継承 さ れ て きて い

る一 連 の習 俗 に よ つて ,規 定 され て い る 。 とは い え , あ る種 の 変 化 が ,時 代 と
と もに 生 じて きて い る の も確 か で あ る 。 こ こ では IJO dhaと Pathanに つ い て
の み ,そ の 習 俗 を 詳 し く考 察 した .

〔ど1生 に 関 す る習 俗 〕

ヒン ドウー教 徒 の 間 で は ,解 脱 を得 ,子 孫 を絶 や さぬ よ うに す るに は ,

結 婚 生 活 に 入 つた 夫 婦 は 少 な くと も,男 児 を 一 人 も うけ る よ うに す べ き もの と
され て い る .石 女 は 世 間 か ら見 くだ され る .結 婚 後 ,か な り時 日が経 過 して も ,

子 供 が生 ま れ な い と ,夫 婦 の み な らず ,家 族 全 員 が心 配 す る 。子供 を 授 か る よ
うあ らゆ る方 法

1が
試 み られ る 。不 妊 の 婦 人 の み じめ さは た だ た だ い た わ しい

とい うほ か な い .一 部 の人 は ,一 人 の 娘 は欲 しい と思 う .カ ニヤ ー ダー ナ , 2
す な わ ち ,娘 を贈 る こ とは 最 も大 きな 功 徳 と され るか らで あ る 。 当 然 の こ とな
が ら男 児 が 生 ま れ る と家 族 全 員 が 大 喜 び し,に ぎや か に 近 所 に ふ れ まわ る 。

も し月 経 の 停 止 が 2ケ 月 に及 び ,つ わ りの症 状 を 呈 す る よ うに な る と妊
娠 と判 断 され る .こ の場 合 ,ヒ ン ドウー教 徒 は 特 別 の 儀 式 を行 な わ な い が , イ

ス ラム教 徒 は ,妊 娠 の 報 を妊 婦 の 実家 へ 伝 達 す るの が 習 慣 とな つて い る 。妊 娠
の母 親 は 生 ま れ て くる 児 の た め に ,産 衣 や 寝 具 な どを贈 る 。
妊 娠 した 婦 人 は流 産 しな い よ うに 重 い 荷 物 を 持 ち上 げ た り骨 の 折 れ る仕

事 を しな い よ うに 配 慮 され る 。暮 し向 きの よい 家 庭 で は ギ ー と牛 乳 とが 規 則 的

に 与え られ る .貧 しい家 庭 で は 妊 婦 に滋 養 物 が 特 ZIJに 与え られ る こ とは な い .

IF・ 婦 は恐 怖 を感 ず る よ うな と ころ に ど1入 りす る こ とは 許 され な い し,ま た ,日
に す れ ば  不 具 の 子 が生 まれ る と一 般 に 信 じ られ て い る の で ,月 蝕 や 日蝕 を見
る こ と も許 され な 松 .悪 霊 や ,悪 鬼 に と りつ か れ な い よ うに 非 常 /A― 注 意 が 払 わ
れ る 。

③
l S村 の場合 の記述によれば,慈 善や断食 ,バ ラモンにご馳走 した り,産
婆に相談 した りすることなどが数 えられ る。 (S。 ,PP.11-12)
2  Kanyttdana  ヒンデ イー語では カニヤー ダ― ン (Kanyadttrl).結 婚
が ヒン ドウー教徒の宗教的な儀式 の一 とされるようにな つてか ら娘は父親か ら
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花 婿 に 与え られ る聖 な る ,功 徳 に な る贈 物 と され て きて い る 。

〔ど1産 〕

出 産 は 両 教 徒・ と も嫁 ぎ先 です る の が普 通 で あ る 。特 別 な場 合 のみ そ れ

以 外 の 場 所 に な る 。 ヒン ドウー教 徒 の間 で は婚 家 で 生 まれ た 子供 が育 た ず に死

ん だ 場 合 ,ど1産 の場 所 を 変 え る と子 供 が 無 事 育 つ とい う迷 信 が あ る 。産 室
2と

して特 別の部 屋 が あ て が わ れ る 。 しか し別 室
・tiな い場 合 は ,11産 は 家 族 の居 住 し

て い る 部 屋 で行 な わ れ る .産 小 屋 とい う特 別 な小 屋 は 用 意 さ れ る こ とは な い 。

陣痛 が起 こ る と家 族 の 中 の年 配 の 経 産 婦 が 産 婦 の世 話 に あ た る 。 [1産 に

あ た つて は 地 元 の バ ン ギ ー・ カ ー ス トの 産 導
5に
来 て もら う。 この村 の 産婆 は

01tha rraに あ る妊 産 婦 相 談 所 で訓練 を受 け た が ,最 近 他 の村 へ 移 つ た 。 イス

ラム教 徒 の場 合 ,産 婆 は 6日 目ま で母 子 の世 話 をす る 。 ヒン ド ウー教 徒 の場 合

産 婆 は 命 名 式 の 日 ま で母 子 の衣 類 の洗 燿 をす る 。

陣 痛 が 起 こ つて い る のに 出 産 に 至 らぬ 場 合 ,産 を早 め る よ う伝 統 的 な方

法 が 試 み られ る 。 た とえ ば ,ガ ン ジ スメIIの 水 の入 つた 青 鋼 製 の大 皿 に ガ ン ジ ス

川 の粘 土 を用 い て ,そ の 心 得 の あ る人 に ChakraVyuha 4を 描 い て も ら う。 そ

れ か らそ の水 を産 を 早 め る よ う産 婦 に飲 ませ る 。 時 に は薬 草 の 一 種 で あ る ビ ス

カ プ ラー (Biskhapr百 )5と 呼 ば れ る薬 草 の根 が ,産 婦 の 腰 に結 び つ け られ

る .温 め られ た ヒマ シ油 を出 産 を容 易 に す るた め下 腹 部 に塗 布 す る こ と もあ る .

少 量 の ガ ン ジ ス チ||の 水 を容 器 に 入 れ ,そ れ に 呪 文 を 7回 唱 え て か ら産 婦 に 与え

られ る場 合 もあ る 。 も しこれ らの方 法 が 効 を奏 しな い 時 に は , Cmarra辟 在

の 保健 婦 lrc応 援が 求 め られ る 。 イ ス ラ ム教 徒 は ,産 婆 へ の 謝 礼
6と
して ,男 児

ど1生 の場 合 は 穀 物 10セ ー ル
7,女
児 [1生 の場 合 に は 同 7.5セ ール を 与え る 。_

ヒ ン ドウー教 徒 は ,産 婆 へ の 謝 礼 と して ,男 児 の場 合 ,穀 物 5セ ー ル ,女 児 の

場 合 ,同 2.5セ ー ル を 贈 る 。裕 福 な家 庭 は もつ と多 くの 謝 ネしをす る 。 イ ス ラ ム

教 徒 の 間 で は ,産 婆 が へ そ の結 を後 産 の もの な ど と一 緒 に 始末 す るが , ヒン ド

クー教 徒 の 間 で は ,男 児 が 生 ま れ た 時 に は へ そ の 緒
8は
産 室 の 人 I■ の 右 手 の土

中 に埋 め られ る 。杵 が入 日 の近 〈に 置 か れ る .そ れ は悪 霊 か ら子 供 を 保 護 す る

た め で あ る 。へ そ の緒 が 埋 め られ た場 所 で は火
9が
焚 か れ ,11日 の 間 ,絶 や

さぬ よ うに され る 。女 児 の へ そ の緒 は 後 産 の もの な ど と一緒 に 始木 され る .

0
l K村 で は イ ス ラム教 徒 は 初 産 の場 合 ,実 家 に 戻 る が , 2度 日以 後 は ,嫁

ぎ先 です るの が普 通 , と あ る 。 (K,P.8)
2 普 通 ,産 室 に は 家 族 が ふ だ ん 住 ん でい る部屋 が あ てが わ れ る 。 (K。 ,

IP.7;S。 ,P。 11)出 産 後 ,母 子 は 部 屋 の一 隅 に隔 離 さ れ る 。 (G。 ,P.45)

3 ダーイー (DaI)と 呼ばれる。バ ンギー・ カース トの女性が産蓼の役割
を果 たすのが 普通である。女子はバ ンギ ン (Bhangin)と 呼ばれる。「 一般
に ダーイーは経験で産 婆術 をおぼえてお り,費 用 も安 くて済むので,正 規の助

産婦に来 て もらつた り,病 院に行 くかわ りに招 くことにな る。 」 (G.,3P。 44)

4  チヤクラヴユーハ (Cakravyuha)   芳1文 には Chakravehvuと ある
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が ,標 準 ヒ ンデ イー 語 及 び サ ン ス ク リ ツ ト語 で は Cak ravy=h3 と称 す る もの

と思 われ る .本 来 ,古 代 イ ン ドの戦 術 に お い て用 い られ た陣 列 の 一 で ,一 点 を
中 心 に 渦 状 の 図形 で表 わ され る 。 Wi■ ■iam Orookeは 次 の よ うに 記 して い る .

「
マハーバ ー ラタの古戦場 と伝 え られる クル クシ エ ~ト ラの Chakravytth a城

(ChakLu ktt qi■百 )の 廃 墟か ら掘 りど1さ れた煉瓦 をひ た した水 を難産の
・

際に姫 婦 に飲 ませ る と効果 が ある とされ る。また , この城 の絵 を迷宮 の図の よ

うに 皿に描 き,妊 婦に J己 せてか ら水 で洗 い ,そ の水 を飲 ませ る .」 これに よれ

ば ,チ ヤクラヴ ユーハは城 を形 ど つた もの とな るが ,要 す るに渦状の図形 で表
わ され る と考えれば よい 。 (W.CroOke,Tho Popu■ ar Re■ igio■ and
Fo■ k■ oro of Northern ttndia,Vo■。1, 3rd Reprint, 196&De■ hi
P。 116)
5 原文 には Bishak Paraと ある 。
6 産 婆へ の謝礼  G村 の場合 , 1.25ル ピーが「 相場 」であ るが,初 産 で

男児 の場合 ,そ れ に 5ル ピーまでの金 が加算 され ,着 物 も贈 られ る。 (α ,P.
44) S村 では ,男 児 の場合 , 5セ ールの穀物 と 5ル ピーが相場 て,女 児 の

場合 はその半分 とな る。 (S。 ,P.H‐ )

7 セール (Ser)重 量単位 =約 930グ ラム .
8 G村 では ,へ その緒 が犬 や野獣 に食 われ ると赤 子 が死 ぬ と信ぜ られてい

るので,産 婆 が ,土 中深 く埋 め る, とあ る 。 (C,P.44) へ その緒 は産婆

が は さみ で切 り,胎 盤 と一緒 に埋 め る。 (Kt,P.8)
9 古 くは産 婦 が産室 に入 つてか ら産褥 を離 れるまで産室 の戸 日のそば で焚
かれ た ものの よ うであ る。そ の間 ,そ の火 には もみが らに か らし菜の種子 を混
じた もの を くべて魔 除け と した 。  Rajb a■ i PaILdeya 前掲書 , P。 97

〔産褥 期 〕

一般に ヒン ドウにあ つては ,産 婦は 11日 間 ほ ど産褥 についてい る。 も
し新 生児 が ムール星 宿・ の もとに生 まれた時は産褥 期は 27日 間に延長 される .
ど1産 後約 1ケ 月の間 ,ギ ーや牛乳 や砂糖 を含 む滋養食 が産婦に 与え られ る。ム
ス リムに あ つては ,産 後 の機 れの期間は 40日 とい うことに な つて いる .

産褥期の問 ,産 婦が使用 した食器類は別 扱い を受 け る。産婦は不 浄 とさ
れ ,察 式 には機 れのため参 加 してはな らない 。産婦の い る家庭 の男 子たちは決
して産婦 のい る部屋へ は立入 らない し,又 ,家 族以外 の もので も,産 褥 期間 中
の家庭 か ら食物 も水 も受け取 らない 。

バーハル・ ニカル ナー
2は
産後 3日 目に ヒン ドウー の家庭 でのみ行 なわ

れ る 。母 子は体 をふ き清め る .し ば ら くの間 ,子 供 は産室 か ら屋外へ連 れ出 さ
れ る .ム ス リムの間 では,新 生児 は チ ヤテ イー (6日 Fl)の 夜 にその家族 の年
配 の婦人が戸外へ連 れど1し ,星 を見せ る 翌朝 ,祝 い の薬 子 を近所 に配 る。
Chha,rraに ある妊 産婦・ 児童福 祉相 談所 は 1959年 3月 15日 に ,

その前に 設立 され た基礎医療 セ ンターに併 設 された .相 談所 のス タ ツフは保健
婦 と訓練 を受け た産撃 それに警 備員 の 3人 である。産 婆 の言1練 は この相談 所で

44



行 わ れ る よ うに な つて い る 。 1962年 の 11月 に は 5人 の 産 婆 が 訓練 ●受 け

て ぃ た 。 この l・・E産 婦 相 談 所 は 3マ イル以 内 に散 在 して い る 27ケ 村 (小 集 落 も

含 め )を 受 持 つて い る 。 保 健 婦 は これ らの 部落 を巡 回す る 。 1961年 に お け

る保 健 婦 の 平 均 巡 回 々数 は 1ケ 月 あ た り 17ケ 村 で あ る 。次 表 の 数 字 は
'畳

去 6

ケ年 間 に 保健 婦 が 世 話 を した妊 産 婦 の数 で あ る 。

1956 1957 1958 1959 1960 1961
484  816  304  802  511  411
96  190  213  210  184  367

124  158  129  1811 172  149

この 相 談 所 で の 日1産 は 4例 で あ る 。

一 般 に新 生 児 は ,母 親 が 再 び妊 娠 した り,母 乳 が とま らな い 限 り, 2～

3年 間 ,母 乳 を飲 む 。母 親 が 離 挙Lを 望 む 時 は ニ ー ム の 木 の苦 味 の あ る葉 をす り

つ ぶ して 季L首 に 塗 布 す る 。一 部 の 婦 人 は
ニー ムの葉 の す りつ ぶ した ものの代 り

に唐 辛 子 を塗 りつ け る 。 ム ス リム の男 児 は 1年 9ケ 月 の間 ,授 亭しを受 け ,女 児

は 2年 3ケ 月 の 間 授乳 され る 。授 手L期 の 子供 に は母 手しの補 い に 牛乳 が 与
え られ

る 。 ご く少 数 の 上 流 家 庭 以 外 では 平L児 食 を作 り 年
‐え た りす る よ うな 事 は な い .

③

1  ( Mu■  NakOatra ) 一般 に 第 十 九 星 宿 (一 説 に は第 十 七 とか第 二

十四星宿 )の もとに生 まれる ことは不 吉な こととされてい る .

2 (Btthar Nika■ na)  「 戸外 に出 る こ と 」の原意 であ る。これは母

親が赤 児 を抱 いて屋外 (中 庭 )に ど1て 太 陽 を拝 む儀式 であ る。 ( 工Shn■
ree

Dass,Dolllest ic Ma■ l■OrS and CustomS Of the Hind00S Of  Nor―

thern Ldia Benares, 186Q P。 187)

〔堕 胎 〕・

堕 胎 は 未 婚 の 娘 や 未 亡 人 が妊 娠 した場 合 に
のみ 行 な わ れ る 。そ の よ うな

場 合 で も家 族 の威 信 を そ こな わ な
い よ うに 固 く秘密 が保 た れ る 。 01→ p.56

〔家 族 計 画 〕

cularraに あ る基 礎 医 療 セ ン ター に は家 族 計 画 の 診 療 部 門 が併 設 され

て い る 。 そ の 部 門 は , 1960年 12月 18日 に 発足 した .こ こに は 婦 人 相 談

員 が 1名 お り,週 の 前 半 の 3日 間 は ,家 族計 画 を希 望 す る婦 人
た ち に 家 族 計 画

に つ い て必 要 な 助言 を 与え る .後 半 の 3日 間 は 相 談 に応 じた り,避 妊
[器 具 を配

る た め に セ ン ター が 管 轄 して い る村 を巡 回 し
た りす る 。 この相 談 員 は , Ba―

rau■ i 村 の 婦 人 た ちか らは 活 漆 な 反 応 を受 け る よ うに な
つて い る 。 しか し ,

年 配 の 婦 人 た ちや 姑 た ちは 家 族計 画 を快 く思
つて い な い 。 Barau■ i村 で は ,

27人 の 婦 人 が 避妊 器 具 を使 用 して い る と報 告 され て い る 。以 前 ,一 部
の 婦 人

は避 妊 薬 と して ニー ム の 実 か ら と
つた 油 を使 用 して い た と報 告 され て い る 。

こ

の村 に は 精管 切 除 手 術 を受 け た者 は
い な い 。

数
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死 産 や幼 児 の死 亡 は 両 親 の 前 世 で の 業 果 とみ な され て い る 。 これ らの 業

を 消 滅 させ る た め そ の 両親 は パ ンデ イ ツ トや祈 薦 師 に 相 談 し,そ の忠 告 に 従 う。
医 師 に 相 談 す る こ とは まれ で あ る 。男 児 の ど1生 は歓 迎 され るが ,女 児 の ど1生 は
喜 ば れ な い 。

出 生 後 6日 目に 行 な わ れ る チ ヤテ イー・ の 祝 い は 男 児 誕 生 の場 合 に の み

行 な わ れ る 。 た だ し, これ は ヒン ドウー の行 事 で あ る .出 生 後 11日 日に 最 終
的 な「 機 被 い 」

2の
儀 式 が 行 な わ れ る。 新 生 児 に 名

3が
付 け られ ,親 戚 や友 人

が 祝 宴 に招 待 され る 。

剃 髪 式
4は
ヒ ン ドウー の 間 で は ,女 児 の 場 合 は 生 ま れ て か ら 3ケ 月 後 に

男 児 の場 合 は 5年 後 に 行 な わ れ る 。頭 髪 は , こ の村 か ら  約 14マイル た[れ た
Sankaraの ガ ン ジ ス河 畔 で剃 刀 で そ り落 され る 。

ム ス リム た ち は ,新 生 児 の 命 名 式 を出 生 後 , 7日 日か 14日 目 , も し く
は 21日 目に行 な う。 命 名 式 の 当 日に は ,牡 山 羊 が犠 牲 に供 され ,山 羊 の 肉 が
友 人 た ち に 配 られ る .そ して い くば くか の小 麦 ,食 塩 ,ギ ー と共 に 山 羊 の 後 肢
が 産 婆 に 贈 られ る 。子 供 の 名 前 は 一 家 の年 長 の女 性 た ちが 選 ぶ 。 この命 名 式 は

ァ キ _ヵ _5と 呼 ば れ る 。
ム ス リムの 男 児 の割 礼 は 11歳 に 達 す る前 に行 な わ れ る .割 礼 を行 な う

ジ ヤ ツラー フ (村 の外 科 医 )6は Dhansari村 から招 か れ る 。親 族 か らの 祝 い
の品は何によらず全部この「 外科医 Jに 謝礼として贈られる。親戚や友人たち

が 祝 宴 に 招 待 され る 。

③

l Chathi 6日 目の意 .ェ .Dassの 前 掲 書 77Cよ れば ヒン ドウーに あつ

ては , この 日産婦 の弟が訪 れ ,産 婦 に子 を抱 かせ矢 を持 たせて屋外 にどうし,ま
た連 れ戻す 。その後 で ,そ の弟は屋根 のほ うへ 向け て矢 を射 る。親類 や友 人 が

招 かれ馳走 がふ るまわれ る .女 た ちは鼓 を打 つた り歌 つた りす る 。そ の夜 ,女
た ちは粘土 で人形 をつ 〈つて拝 み ,赤 子 に着物 を着せ た り腕輪 をはめた りす る。
この 日,神 が訪 れ ,赤 子 の額に その子 の運命 を書 くもの と信ぜ られ てい る。 (
同書 , P.187)
S村 では母 子が この 日沐浴 す る。 (S。 ,P.11)K村 では母 子 が湯 で身

を清め る。神 を まつ る。 (KI,P。 8)G村 では ,こ の 日は子供 の運 命 が決 せ ら
れ る 日とされ,家 族 や親類 の者 が ま る一 日不 眠不休 で赤 子のそば に座 つて番 を
す る ことに な つてい る。 この 日にはど1生 と同時に点火 されていた燈 明が消 され

る 。 (G.,P.44 )
2 K村 では , この機被 い ,す なわ ち,床 上 げは Niksawanと 呼 ば れ ,バ
ラモ ンの指 示に よ り,産 後 9日 , 11日 , もし くは , 12日 の いず れかに決 め
られ る。また,同 村 では この 日には家 も清め られ , 占い水 がめ も新 しいのに と
りかえ られ ,産 婦 は沐浴 し,新 しい着物 に着替 え る。 (K,P.8)S村 では

これは産後 9日 目にお わ り, K村 と同様 の こ とがな され る。この 日を Dasa―
ttun と呼ぶ . (S.,P,11 ) これは Daslthanと 呼 ば れ ることか ら も 1 0
日ない し 11日 間 が普通 で あ る .こ の間 ,母 子 の世話 には一家 の年長の女 性が
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産 婆 が あ た る .

3 K村 の場 合 も この床 上 げ の 日に 命 名 式 が 行 な わ れ る 。 G村 に 例 を とれ ば,
こ の 日 ,パ ラモ ンが招 か れ る .パ ラモ ンは 讚 歌 を唱 し祈 りを捧 げ ,護 摩 を た く、

この間 , ナ ー イ ー の女 が 母 子 の体 を 清 め る 。祈 薦 が 済 む とバ ラモ ンは モ ー リー

(Mau■ I)と 呼 ば れ る め で た t/b赤 紐 を参 列者 全 員 の 手首 に 結 び , 3通 りの 名 を

示 し,そ れ か ら一 つ を選 ば せ る 。 この 日は馳 走 が ふ る まわ れ る 。 (G.,P.45)
この 日に は ま た ,一 般 に新 生 児 の誕 生 時 の星 位 図 が バ ラモ ンに よ つて作 成 され

る .G村 の場 合 は , 6日 目に な つて い る .な お ,命 名 に つ い て は ,マ ス の法 典

li,30を 参 照 の こ と .

4  (Mu■qan samskttr) サンスクリツ トでは C百Ⅲ ara■aと も呼ぶ。
Rajb a■ i Pandeya はこれの起原を衛生 (長 寿)と いう点に求める。 (前 掲
書 ,P。 120)マ ヌの 法 典 に よれ ば , ダル マ (法 )の た め に 1年 日, も し くは

3年 日に行 な わ れ る べ き もの とされ て い る 。 (II,35)
5 (`Aqlqa) 元 来 ,ア ラ ビア語 で ,新 生 児 の 毛 髪 の 意 .剃 髪 式 と命 名

式 は 同 時 に行 な わ れ る こ とが 多 い が ,剃 髪 式 は も つと後 で も行 な わ れ る 。

6 (」arrttb) もともとアラビア語で,外 科医の意であるが,伝統的な
医術 の系統 に属 す るが ,理 髪師 が兼 ねている場合 が 多い .

〔結婚 〕

ヒン ドクーの男 子は 14歳 か ら 18歳 に かけ て結 婚す る。 18歳 を こえ

るこ とは殆  どない 。また ,女 子は, 12歳 か ら 17歳 にかけて結婚 す る。
1

ムス リムの場合,男 子 も女 子 も身体が成 熟 してか ら結 婚 す る .男 子は満 18歳

以後 ,女 子は満 15歳 以 後 で ある .ヒ ン ドウーに あ つては女 子 の父親が婿捜 し
2

をす るのに対 し,ム ス リムにあ つては男 子の父親 が嫁捜 しをす る。結 婚 は ,家

柄 の釣合 いや相 性 を考 慮 した上 で取 り決 め られ る。
バ ライ ン (プ ラー フマ ン )

とナー イー,そ れにバ ラーイーにあ つては ,ゴ ー トラ
3と
氏族 も考 慮に入 れ ら

れる。 も しも,男 子 と女 子が同一 の ゴー トラに属 してい るか,母 親 の ゴー トラ

が同 じであれば ,一 般に結婚は行 なわれ ない 。 ヒン ドウーは血族結 婚 を行 なわ

ないが ,姻 族 であ る妻の姉妹 とは結 婚ど1来 る .夫 に死 なれた場合
4チ
ャマール

とバ ンギー,そ れに ナー イーの未亡人 は夫 の弟 と再婚 す ることがで きる。いわ

ゆ る駈 落 ち結 婚 は世間では認め られてお らず ,駈 落 ち者 は世間 か らさげす まれ

る .二 澤 り話合 いが済み ,両 家 が合 意に達 した ら,婚 約式
5が
「 花婿 」の家 で

行 なわれ る。「 花嫁 」側 の代表が婚 約 の証に将来
の「 花婿 」に,金 子や菓子や

物 品 を贈 る。 この式 にかけ られ る費用 の額は ,両 家 の経 済状態 に応 じて多 くも

なれば少な くもな る。

両家 は さ らに幾 つかの儀礼 に気 を i・

~dら
なけ ればな らない .場 合に よ つ

ては , シ ツカー と か ジ エーマー
5と
か呼 ばれ る儀式 が挙行 され る。「 花嫁 」の

両親はナーイーを介して「 花婿」側にParat,KatOrtt Gi■ ttS,Tha■
Tな どの

食 器 類 や 大 麦 を少 々 ,そ れ に衣 服 や果 物 と一 緒 に 金 子 (た とえ ば , 11ル ビー,

21ル ピー , 51ル ピー , 101ル ピー , 151ル ピー とい つ た金 額 )を 贈 る。
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こ の式 は 結 婚 式 の 4, 5ケ 月 前 に 行 な わ れ る .嫁 側 か らの 贈 物 を受 け た婿 側 で

は , この結 納 を 技 露 す るた め 親 族 と家 族 の友 人 た ち を招 待 す る .そ の 際 ,祝 い ′

に 菓 子 が 配 られ る 。

ラガ ン (IJaga■l)7の 式 は 結 婚 式 のお よそ半 目前 に行 な わ れ る 。式 次 第
は シ ツカ ー の場 合 と同 様 で あ る 。 た だ。 今 度 は バ ラモ ンが ナー イ ー ,8も しくは,

「 花 嫁 」の 兄 弟 が 訪 れ て ,さ らに 多 くの金 子 や物 品 を「 花 婿 」に贈 る点 が シ ツ

カ ー の場 合 と違 う .ラ ガ ン とは う こん の 模 の 粉末 (ハ ル デ イー =Ha■dI)で

模 様 をつ け た書 状 の こ とで ,そ れ に は結 婚 式 の式 次第 が 記 され て い る 。

7L婿 と花 嫁 の家 で は結 婚 式 前 の 4,5日 間 に 様 々な 行 事 が行 な わ れ る .

ウ ブ タン
9(う
こん の 根 の 粉 末 に油 とひ よ こ豆 の 粉 を こね 合 わ せ て つ くる ,体

を 美 し く磨 き上 げ る た め の もの )を 花 婿 と花 嫁 の体 に す り こむ .ま た ,神 々 を
まつ る .許 婚 式 の 当 日に は ,花 婿 側 の バ ラー ト,l° す な わ ち ,式 の参 列 者 の 一

行 が花 嫁 の 家 に 到 着 す る 。花 嫁 側 は 花 婿 償1-行 の食 事 と宿 泊 の 用 意 をす る 。夕

方 に は花 婿 と花 嫁 側 の 人 々が ,賑 や か lrc演 奏 す る楽 隊 と共 に花 嫁 の家 に繰 り込
ん で くる :一 行 は そ こで歓 待 を 受 け る .花 婿 は ,花 嫁 の家 の 戸 口で ,花 嫁 側 の

人 に ど1迎 え られ る .こ の儀 式 は 門 日の 式・
lと
称 され る .式 を司 るパ ンデ イ ツ ト

もそ れ に 立 会 い ,『 ヴ イ ヴ アー ハ 。パ ツ ダテ イ 』
]2に
記 され て い る美 しい 詩 を

唱 す る 。花 婿 が 木 製 の台 に 坐 る と ,衣 服 や 金 銭 ,台 所 用 具 な どが そ の家 の経 済

力 に応 じて 贈 られ る 。 そ して女 た ちが 祝 い歌 を歌 う .

結 婚 式 そ の もの は 一般 に 夜 お そ 〈挙 行 され る 。花 婿 と花 嫁 は 聖 火 の 前 に

並 ん で着 席 す る 。 双 方 の パ ン デ イ ツ トが 式 を司 る 。パ ンデ イ ツ トは 規 定 の マ ン

トラ,す な わ ち , サ ン ス ク リ ツ ト語 の聖 句 を 朗 唱 す る .結 婚 式 は サ プ タバ デ イ

ー ,・
3も
し くは ,ペ ー ラー (聖 火 の 回 りを 7度 巡 る こ と)14及 び 花 婿 と花 嫁 の

結 婚 の誓 約・
5が
ぁ って は じめ て 正 式 の もの と な る 。 そ の 間 ,バ ンデ イ ツ トは 間

断 な く聖 句 を朗 唱 L´ ,護 摩 を焚 〈.花 嫁 の父 親 は , カ ニ ヤ ー ダー ナ ,・
6す
な ゎ

ち ,花 婿 に 娘 を 与え る儀 ネLを 行 な う .結 婚 式 に は 多 数 の親 族 ,友 人 ,そ れ に 両

家 の婦 人 た ちの ど1席 を得 て立 派 に 飾 りつ け られ た大 テ ン トの中 で 挙 行 され る 。

他 の儀 礼 は 結 婚 式 の翌 日 ,及 び バ ラー ト (婿 側 の 一 行 )が 31場 げ る前 ま で に 行

な わ れ る 。 バ ラー トが花 嫁 の村 を 発 つ の は 式 か ら 3日 日で あ る .1:

この お 別 れ の 直 前 に バ ル カー チ ヤー ル の式
18が
行 な わ れ る 。花 嫁 の家 族

の 親 類 や友 人 た ち が 順 番 に 寝 台 に座 して い る花 婿 と花 嫁 に 現金 や 品 物 の 贈 物 を

す る 。 一行 は 花 婿 の家 へ 向 か つてど1発 す る .花 嫁 は ベ ー ル を か ぶ つ て い るが悲

しげ な声 を あ げ て 泣 き泣 き行 く。 ゴ ウ ナー の式・
9は
,花 嫁 と花 婿 の両 者 が成 熱

して い れ ば結 婚 式 に 引続 き行 な わ れ るが ,多 くの場 合 ,両 者 lyt成 熟 して い な い

の で 延 期 さ れ る .ゴ ウ ナ ー が済 ん で は じめ て床 入 りと な る .

Chaxlla■ Bhangiそ れ に Dhobiた ち は P.・ 婚 に 関 す る 諸儀 式 を行 な うに

あ た つて は ,村 の パ ンデ イ ツ トに もち ろ ん 相 談 指 導 を 受 け るが ,バ ンデ イ ツ ト

は これ らの人 た ち が不 可 触 民 と され てい るの で式 そ の もの に は 出 席 しな い 。
2°

3,4日 後 に花 嫁 は 実家 に戻 り,ゴ ウ ナ ー の式 ま で は 婚 家 へ 行 か な い 。

婿 は 兄 弟 た ちや 近 親 者 2, 3人 に 付 添 わ れ て嫁 を 迎 え に 行 〈 .
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結 婚 式 と ゴ ウ ナ ー の 式 の 2度 ,花 嫁 側 か ら金 品 が 贈 られ るが , そ の額 は

花 嫁 方 の経 済 状 態 に よ つて決 ま る .一 部 では そ の額 が あ らか じめ 取 決 め られ て

い るが ,そ う した こ とは しな い ほ うが 普 通 で あ る 。花 嫁 IIIliの 意 向 次 第 で あ る 。

時 々,駈 落 ち結 婚 が あ る 。面 白 い 例 が あ る 。 チ ヤマ ー ル・ カ ー ス トの IL

氏 の 妻 Co H.に や は リチ ヤ マ ー ル の II R.氏 が 言 い寄 る よ うに な
つた 。 あ る 日 ,

彼 女 が井 戸 で水 を 汲 ん で い る と Ho R氏 が彼 女 の 水 入 れ に 1ル ピー 硬 貨 を投 げ入

れ た 。 と ころ が ,そ の 様 子 を人 に 見 られ た の で ,彼 女 は 夫 に そ の こ と を告 げ た。

夫 は カ ー ス ト・ バ ン チ ヤー ヤ ツ トに 訴 え 出 た 。
パ ンチ ヤー ヤ ン トは懲 罰 と して

ll R。 氏 を C.IL夫 人が 足 蹴 に す べ しとの 裁 決 を下 した 。即 刻 処罰 が行 な わ れ た。

この こ とは Co H.夫 人 と愛 人 との仲を一 段 と密 接 に す る こ とに な
つた よ うで あ る。

二 人 は FiroZabadへ 駈 落 ち し,結 婚 した。L氏 は シ ヨ ツ クに耐え られ な か つた

の で あ ろ う。間 もな く病 気 に罹 り亡 くな つて しま
つた 。

③
1 同棲 生 活 に入 る の は 身体 が成 熟 して か らで あ る 。本 項 の019を 参 照 .

2 娘 の親 ,特 1/C父 親 が この 任 に 当 た る 。父 親 の友 人 や親 類 に応 援 を求 め る

の が 普 通 で あ る 。 (α ,R46;KI,8)
3 (GOt ra)同 じカ ー ス トに 属 しな が ら氏 族

。家 系 を 同 じ くす る と して

外 婚 を す る集 団 .Gに よれ ば ,同 じ ゴー トラで あ つ ては な らな い の は ,父 母 及

び 父 方 の祖 母 の ゴー トラ とい うこ とで あ る 。 ま た ,同 じ村 の 中 や 同 じ
ゴー トラ

に属 す る者 が 多 数 居 住 す る村 の人 とは結 婚 しな い .ま た ,カ ー ス トの 区 別 な く

この 慣 行 は 遵守 され る 。 (G。 ,P,46)
4 未亡 人 の 再 婚 に つ い て は , G村 の 報 告 が や や 詳 しい の で こ こに紹 介 す る .

夫 の死 後 ,夫 の 弟 と 再婚 す る,所 謂 ,レ ヴイリツト婚 (」 1■niOr Levirate=J.L.)

が バ ラモ ン とパ ニ ヤ ー以 外 の カー ス トで は一 般 に行 な わ れ
て い る .夫 の兄 との

間 の SeniOr Levirateは ,ブ ー視 され る 。 」。L.は ,村 人 た ち に よれ ば ,未 亡

人 が か か え る 種 々の 問題 の 実質 的,か つ,有 効 的 な 解 決 をもた
らす 。 従来 これ を禁

じて きた バ ラモ ンや バ ニ ヤ ーの 間 で もこれ に 対 す る態 度 は緩
み か け て きて い る .

」.L.も 未亡 人 と義 弟 双 方 の 同 意 が は じめ て成 立 す る もの で あ る .た だ し,義 弟

が 未 婚 の場 合 ば か りか 妻 帯 して い る場 合 に も 」.IL.は 行 なわ れ る こ とが あ
るた
｀

め ,刑 法 上 は 重 婚 罪 を犯 す こ とに な る が ,村 人 た ち に と つて は この慣 習
の 正 当

性 の ほ うが 重 く,罪 の意 識 は な い  」.L.の 成 立 ま で の経 過 は 次 の よ うで あ る。

亡 くな つた 男 性 の両 親 が 未 亡 人 に な
つた嫁 の両 親 を介 して そ の嫁 に (義 弟 との)

再婚 の 意 志 を確 かめ た あ と,息 子 に 義 姉 との結 婚 の 意 志 を確 認 す る 。 この場 合

の結 婚 式 に は ご 〈近 い 親 類 の 人 が 出 席 す るだ け で ,義 弟 が義 姉 に
ニ ヤー ダル を

ま と わせ る だ け で式 は 終 わ る。 そ の 際 ,未 亡 人 の父 親 は その 新 郎 に 51/tピ
ー

に どの金 を 贈 る 。 (G.,P。 55)」 .L.は 普 通 ,チ ユー リー・
パ フ ナー ナー  (

Our■ ノ/CuriyttllLノ/PahrLan百 ,チ ユー リー 《 ガ ラス製 の 手 首飾 り)を は
め

させ る ,の 意 。 これ は 夫 を 失 つた 際 ,妻 は こ れ を こ わ して しま う 《 CuFiyan

tha■
=I karna/tOFnら

の ので,こ の呼称力ゞある)と かカレーワー(Kb re亀 )

と呼 ば れ る 。
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な お , S村 の場 合 ,い わ ゆ る下 属 カ ー ス ト,あ る い は ,不 可 触 民 と され

る カ ー ス ト (Gada ria,Kah百 4 BarhaL ILoh百 ■ Dhobtt Chama4 Mehtar)

及 び ム ス リムに 限 り,未 亡 人 の 再 婚 が 認 め られ て い る 。 (S。 ,P。 12)

5 -般 に Sagtti と呼ばれる。
6 (Sikka」 aim百 ) A■bttprasttd `stllnan'は 結婚式の一連の儀式を
4段 階に分ける。①婚約式 (Sagat」 aina,Sikktt T■ a,Ti■よ などと呼
ば れ る),② 結 婚式 の通知式 (Lag硼,Lagan),③ 結婚式 (Byah),④ 輿入

れ (Gaun3)こ れは上述 の Sagtti とは別 の ものの よ うであ るが,婚 約式 は

普 通 ,一 度行 われ る ものの よ うで ある .

7 (Lagan)G村 の場合 の 説明に よると, これには結 婚式 の 日取 りや婿

側 の参列者 の人数 ,後 述の油 を花婿及び花嫁 に塗布 す る回数 ,サ ンス ク リツ ト

語 の頌 詞な どが記 されてい る。ただ し, この前 の段 階 と して結婚式 の 2ケ 月に

ど前にPI■I Cithi と呼ばれる儀式があり,結 婚式の打合せが済んでいるこ
とになつている.(G。 ,P。 48)K村 の場合もやはり半月ほど前に,「 花嫁」
側 がバ ラモ ンに依 頼 して式 の 日取 りを記 した書状 を作成 し, コ コナツ,衣 類 ,

食器類 ,菓 子 ,現 金 な どと一緒 に「 花婿 」側 に届 け る こ とに な つてい るが , 日

取 りの打合 せはす でに済んでい る。 (K,PP.8-9)要 す るに , これは結 婚式

挙行 についての確 認 のために送 られ る ものである。

8 ナー イーは この よ うに結婚式 の際 に立働  くば か りでな く,婿 捜 しを依 :

頼 す るのが通」llで あ つたが,今 日では , この風習はす たれかけてお り,先 述 の

よ うに父親 の友人 や親類 の者 がその役 目を果 たす よ うに な つて きてい る。 (G.

P。 46 )
9 (lrbル an)K村 の記述 に よれば ,材 料 は小麦粉 , うこんの粉 ,油 .K

村 の場合 もこれ を塗布 す る回数 は 5回 か ら 11回 の間 の奇数 回 で, Lagall に

記 され ている。

10バ ラー トには男子 のみが加 わ る。夕方 までに花嫁 の村 に到着す るよ う11

発す る ,一 行 の宿泊 す る特別 の家 が準備 され る。一行 は軽食 を もてな され る。

花嫁 の家 か ら一行 の宿泊所― 」anvasaと 呼 ばれ る一 へ数 名の者 が花婿 と一行
を門 Elの 式 (Dvttrplj百 )を 行 な うため  呼 びに行 く。 (Kl,P.9)
11(Dar"az百 ) K村 の場合, これはDlarplj百 (門 日拝み)と 呼ばれ
る 。儀 式 と して は ほ ぼ 同 じ。 (KL,P,9)
12 (ViVaha Paddhati )  」aganmatha 作
13(Sapt apadi) これはサンス クリツ ト語で「 七歩 」の意で,聖 火の

前で花婿 と花嫁 が共 に「 七歩 」歩む儀式 を さす。これは聖火の周囲を二人が回

つたあとなされる もので, これに よつて正式に結婚 した ことになる。地方に よ

つては今日もこの形式が とられているが , ここに参 照 した G村 `K村 , S村 ,

いずれの場合 も次のペー ラー と呼ばれる儀式に触 れているのみで , これについ

ては言及 していない。この記述か らは Pher百  と同 じものを指 してい ると考え
られ る 。

14 (Phe ra ) 本 来 ,巡 回 の意 で あ るが , こ こで は 花 嬌 と花 嫁 が そ れ ぞ
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れ の ドー テ イー と サ リー の す そ を結 ん で 左 回 りに 7回 ま わ る こ と を さす 。は じ

め の 3回 は 花 嫁 が 先 に 立 ち ,あ との 4回 は花 婿 が 先 に 立 つ 。 こ れは Bhanwar
と も呼 ば れ る 。

15Kに よれ ば ,パ ラモ ンの 問 い に 答 え る形 式 で七 つ の誓 い を す る 。花 婿 に
は な に ご と も妻 に相 談 し,妻 の 意志 を重 ん じ,友 人 の 前 で上 品 に話 す よ うに誓
わ せ ,花 嫁 に は 従 順 な 妻 と な る こ とを誓 わ せ る 。 (Kl,P。 9)
16 これ に つ い て 1/1既 述 した が (ど1産 の項  2参 照 ), これ は この場 合 の よ
うに サ プ タパ デ イー の 際 に 行 な わ れ る こ と もあ るが ,花 嫁 が は じめ て花 婿 た ち
の 一行 と嫁 ぎ先 へ 赴 〈際 (Bida=お 別 れ )に 行 な わ れ る こ と もあ る .G村 の

場 合 では ,後 者 の 場 合 が 多 い よ うで あ る 。 (Q,P.53)古 くは , サ プ タパ デ

イー に 先 立 つて行 な わ れ た 。 (Rajba■ i IPandeya, 前掲 書 , P.272)
17こ れ を ビ ダー (Bid百 )と い う。花 嫁 は は じめ て夫 の 家 へ 行 くが , 10
日～ 15日 後 に 里 か ら迎 え に来 る の で 里 帰 りす る 。 (G。 ,R55)こ れ は 同棲

に は 至 らぬ の で ,形 式 的 な嫁 の輿 入 れ で あ る 。 そ の 際 ,花 嫁 は 普 通 ,か ご に乗
り,花 婿 は 牛 車 に乗 る 。 (K,P。 10)花 婿 の 家 で は 主 に 四 つ の式 が行 な わ れ
る。① 花婿 の姉妹 が新郎新婦 の行 手を さえ ぎる式 (Darwttztt ROkn百 ),② 花

嫁が夫 の家族 の女性全員 にのみ顔 を見せ る式 (Murtt Dikhana),③ ② の場合
と同 じ く女 性 のみ の席 で新 郎新 婦が Kangan(手 首飾 り)を 用 い て 遊 ぶ式 (

1:誓
ale轄
:き電lL:∫ ギ 霞 Ъ.↑ :ξ ム 窒£ 3女

性 に伴 われて村 社に詣 る式 (

18 (Pa■kttc ttr)Pa■k百 (寝 台 )の C ttr(式 )の意 であ るが , 他村
の場合 , これに相当す る ものは記 されて いない 。

19(Gauna)上 述 の Bid百 の後,間 もな 〈花嫁は里 帰 りす る .Gaunaは
同棲 生活 をす るために花 嫁 が嫁 ぎ先へ行 くので あるか ら,花 嫁 は一定の年齢 に

達 していな くては な らな い。幼児婚 の行 なわれ て きた イン ドにあ つては , この

Bid百 か ら Gaun百 に 至 る 期間は 10年 以上 の場合 もあ りえ た .G村 の例 では
1年 以 内 , もし〈は , 3年 目が多い との ことで あ る。奇数年 目である ことが望
ま しい。この式の 日取 りは ,花 婿 の父親 が ナー イー を花嫁の家へ派遣 して相談
の上 ,決 定す る。 日取 が決 まると花婿 がお じや兄 弟 と一緒 に花嫁 を迎 えに くる。

二 晩泊 り,三 日目に出発す る .そ の際 ,娘 に装身具 や衣類 ,金 品な どを 与え ,

娘婿 と姑 にやは り衣類 の贈物 をす る。 (C,PP。 54-55)
20K村 の下層 カー ス ト (Kaha■ KtLtha■ To■■ Ohama4 PasI)の 間 で

は ,費 用 が少 な くて済む よ う花婿 の家 で挙行す る こ とが普通 であ る。 これ は ,
po■百 とか IttipujIと か呼 ばれ る (K,P。 10)

〔ムスリムの結婚〕・

ム ス リム の風 習 で は ,両 親 を 同 じ く しな け れ ば 結 婚 して 差 支 え な い こ と

に な つて い る 。 Pathanは 習 慣 と して 親 族結 婚 を 好 む 。村 内 の い と こ同 志 の結

婚 は ご 1普 通 に 見 られ る ところ で あ る 。母 方 のお ば の娘 ,あ る い は母 方 の お じ

の娘 な ど との 結 婚 も よ く行 な わ れ る 。



ム ス リム に あ つて は ,男 子 の父 親 が嫁 さが しをす る 。一 般 に共 通 の友 人

彙会よ裏軍蔭翼重絶i12語実合i得菫鼻:i食は

'霞

濃曇去:象 ;漂員言3
れ る。
3式 4に

は , chharaか らHafiz5か QaZiを 招 請す る。嫁 の側 か ら立会

人 3名 と代理人
61名
が出席 す る 。 Qaziは ,「 某氏 が結 婚 を申込んだ 」旨を

伝 え ,女 性 に諾 否 を問 うF問 いが繰 り返 され ると,彼 女 は返答 をす るか うなず

〈か して承 諾の意 を伝え る 。時には女 性は泣 き出 した りす る 。と もか く,「 否」

と言わぬ限 り承 諾 した もの とみ 7iさ れ る。

婚 資
8の
額 も女 性 に伝 え られ る。 Pathanた ちの間 では , 2,500ル ピー

以上 が普通 だが ,fttの ムス リムにあ つてはそれほ ど高 額 てはない 。婚姻契約 書

に立会人 ,代 理人 ,そ れに Qaz iが 署名す る。 Qaziは そ の結 婚 を登録 す る ?

だ1席 者 には なつめや しの干燥 した実が配 られる。 ゴウナーの式 は
ムス リムの間

では行 なわれ ていない・
e寡
婦 の再婚・・ や離婚・

2は
ムス リム法 では認 め られ てい

る 。

③
1 普 通 ,同 一 カ ー ス ト内 で結 婚 す る 。 ま た ,同 族 結 婚 が 多 い .

2 婚 約 を 正式 に 決 め るた め MangnIと 呼 ば れ る婚 約 式 が行 わ れ る 。 そ の 際

娘 の父 親 は 婿 に い くば くか の 金 を贈 る 。 (KI,P。 10;S.,P.13)

3 日取りの決定に当たつてはカージー (QazI),も し′くは, カーデイー (

QadI)と 呼ばれるイスラム教の法官に相談する。 (K,P.10,S。 ,P.13)
4 結 婚 式 の 当 日,花 婿 の 一 行 は花 嫁 の村 へ 行 き 快 適 な場 所 に泊 め られ る .

花 婿 の 父 親 は 花 嫁 に 衣 服 や 装 身 具 ,そ れ に サ ン ダル を 一 足 贈 る 。花 嫁 は式 の あ

と そ れ らを 着 用 す る 。花 婿 は 馬 が 美 し く飾 り立 て られ た乗 物 に乗
つて花 嫁 の 家

へ 行 く。親 戚 や 友 人 が一 緒 に行 く.た い て い 楽 隊 が つ い て い る 。(K。 ,P。 10)

5 (事 5fiZ) コー ラ ン をす べ て 暗 誦 して い る人 の こ と,生 業 は 他 に あ

る 。

6  (VakI■  ) 代 理 人 の意 で あ る 。 これ に は 普 通 ,娘 の父 親 が な る .(

K,R10;S。 ,P。 13)
7 花 嫁 は パ ル ダー (幕 ,つ い た て ,仕 切 り)の 内 に い て出 て こず , ワ キ ー

ル (代 理 人 )を 介 して 返 事 をす る 。 (K,P。 10)

8 (Mahar正 し くは Mahr)イ ス ラ ム教 に あ つて は 結 婚 は 民 事 契 約 と考

え られ る 。男 子 は 結 婚 と同 時 に 契 約 した金 額 を妻 に 与え るか ,婚 llIを 解 消 した

際 ,妻 に 支 払 う。 これ を Mahr(婚 資 )と 呼 ぶ 。金 とは 限 らな い .貴 金 属 な ど

物 品 の場 合 もあ る 。一 部 を結 婚 時 に 支 払 い ,残 額 を婚 姻 解 消 時 に支 払 うこ と も

あ る。「 花嫁 の 同意 が出席者 に告 げ られ ,妻 を去 る時 には夫 が支払 う
べ き義務

を負 う婚 資 も決定 され る。 」 (S。 ,P。 13;KI,P.10)
ムス リムの間に も花嫁 が持参金 を持 つて 〈る場合 が あるが , ここに もK

村及 び S村 の報 告書に も記述 されてい ない .

9 花嫁 の同意 を得 た後 ,00。 書類 (結 婚 契約 書 )に は花婿 が署名 し, ・ …

さ らに花 嫁 の父親 と双方 か らの証人 2名 も署名す る .カ ー ジーが コー ランの句

，
〉



を  唱 して 式 が 終 了 す る 。 (S.,P。 13)

10地 方 に よ つて は ヒ ン ドウー の Gaun百 に 相 当 す る風 習 もあ る よ うだ が ,

他村 の 場 合 に も触 れ られ て い な い 。

H ム ス リムの場 合 も,若 年 の未 亡 人 で あ つて も再 婚 しな い の が の ぞ 意 しい

もの と され るが ,再 婚 の禁 は な い 。 ヒン ドウー の場 合 の よ うに 夫 の 弟 の (第 二)

夫 人 とな る場 合 もあ る .

12S村 の場 合 ,去 られ た女 性 は 一 人 もい な い 。 (S。 ,P。 14)

〔そ の 他 の習 俗 〕

不 品行 に は きび しい処 置 が と られ る 。 LOdhaの 来 亡 人 の未 婚 の 娘 が 同 じ

カ ー ス トの青 年 と Jl来 て妊 娠 して しま い ,一 家 は不 面 目な こ とに な つ た 。娘 は

遠 方 の 縁 家 に 連 れ て行 か れ た が ,そ の後 は わ か つ てい な い 。

(葬 制 〕
ヒ ン ドウー は 一 般 に寝 台 の上 で 息 を引 き取 つて は い け な い と信 じて い る ,

そ こで ,臨 終 に な る と ,そ の人 を地 面 に寝 か せ る .地 面 は 牛 糞 で 清 め られ ,大

麦 や 小麦 の わ らが 敷 か れ て い る 。末 期 の水 と して ガ
ン ジ ス河 の聖 水 を飲 ませ る

が,・ そ の 際 ,皆 は ひ ど く泣 き悲 じむ 。死 後 直 ち に遺 体 は 水 で拭 き清 め られ ,真

新 しい布 で包 ま れ ,2棺 架
5に
の せ られ る 。 4人 ず つ が 交 替 しな が らそ れ を か つ

ぎ , 火 葬 場 へ 向か う .4そ の 際 , “Ramnttm satya hatt satya bo■ o mは
一

ti hai"(神 の 御 名 の み 真 な り。救 い も御 名 に よ る 。 )と 唱 え る 。老 齢 で し

か も慮、子 や 孫 た ち に か こ まれ て亡 くな つた の で あ れ ば ,思 い 残 す こ とは な い の

で あ るか ら,遺 族 は 悲 しま ない もの と され て い る .5 同 様 に ,夫 に先 立 つた女

性 は 仕 合 せ 者 と され る .火 葬 壇
6に
点 火 す る のは 亡 くな つた人 の 長 男 であ る 。

7

カパ ー ル・ ク リヤー
8を
行 な うの もや

息 子 が な い場 合 には 近 親 者 が代 行 す る 。

は り長 男 で あ る 。 ヒ ン ドウー の この 火 葬 場 は 村 の 北 方 約 380ヤ ー ドに あ る 。一

部 の 人 は 遺 体 を ガ ン ジ ス河 畔 の火 葬 場 ま で運 ぶ .雨 期 に 亡 くな り,千 燥 した 薪

が得 られ ない場 合 に は ガ ン ジ ス河 で火 葬 に す る .ガ ン ジ ス河 畔 の火 葬 場 は 村 か

ら約 14マ イル の距 離 の Sankraに あ る .遺 骨 は 遺 体 が完 全 に 焼 け ,火 が 消 え

て か ら拾 う .骨 灰 は ガ ン ッ ス河 に流 され る 。
9 10歳

以 下 の 子供 は火 葬 に は さ

れ ず ,村 か ら約 400ヤ ー ドの 池 の 近 くに埋 葬 され る 。
1°

Shuddhi(浄 め )の 儀 式 は 死 後 3日 目か 4日 目に 行 な わ れ る 。亡 〈な

つた 人 が 男 性 で あ れ ば 最 初 の 水 曜 日 ま で に ,女 性 で あ れ ば最 初 の 木曜 日 ま で に

行 な う .火 葬 に 立 会 つた 人 た ち はみ な これ に ど1席 す る 。髪 を床 屋 にメ」
つて も ら

い ,・・ 衣 服 は 洗 濯 屋 に 出 す .バ ン (Chapati)と 御 舒 =そ れ に カ レー が体 さ

れ る 。

テ ー ラー ウ イー ン (Te rhaWin)の 式・
2は
死 後 13日 目に行 な わ れ る 。

家 は 清 掃 され ,パ ンデ イ ツ トが 来 て 祈 薦 し,護 摩 を た く。友 人 や 親 戚 の ほ か

13人 の パ ラモ ン も招 か れ て食 事 を もて な され る 。裕 福 な家 庭 で 息 子 や 孫 た ち

を遺 して亡 くな つた の で あ れ ば ,大 変 な馳走 が ふ る ま わ れ る 。少 な くと も
パ ラ
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モ ン 13人 に は 食 事 を供 さね ば な ら な い 。 貧 しい家 庭 や あ ま り高 齢 で亡 〈な つ

た の で なけ れば ,質 素 な もて な し とな る .喪 の 期 間 は 13日 FH7で 終 わ る 。 バ ラ

l魂 よ
tttfT鍔

.Th空 ま
誕 騨 ↑ 〒 :彙 ,じ llttIT虜 .

これ は 故 人 を偲 ぶ た め ば か りで な 〈,祖 霊 の 怒 りを招 か ぬ よ う供 養 す る た め で
もあ る 。祖 霊 祭 は 故 人 の息 子 た ちが 行 な う .

ム ス リムの遺 体 は 埋 葬 され る 。男 子 の場 合 ,遺 体 は 長 さ 18ヤ ー ドの屍
衣 に 包 ま れ る 。・

5女
子 の場 合 ,屍 衣 は 20ヤ ー ドの もの を 要 す る .遺 体 には 香

水 を塗 る .遺 体 は チ ヤー ル パ ー イー (簡 易 ベ ツ ド)に の せ て墓 場 へ 運 ぶ .業 子
が 用 意 され , フ アー テ イハ ー が 読 み 上 げ られ る 。 フ アー テ イハ ー・

6の
読 唱 が 終

わ る と ,菓 子 が 子供 た ち に 配 られ る 。そ の あ と,遺 体 は 埋 葬 地 に運 ば れ る 。墓
穴 掘 りの フ アキ ー ル・

7と
呼 ば れ る男 た ち が Sunper村 か ら来 る 。男 た ちは 遺 体

を墓 穴 に 降 ろ す 前 に そ れ ぞ れ 日当 を も ら う。 そ れ か ら遺 体 が 埋 葬 され る .・
8

テ イー ジ ヤー の式
19は
死 後 3日 目に 行 な わ れ る .パ ター シ ヤー とか レー

フ リー とい つた 砂糖 菓 子 が 子供 た ち に 配 られ る .親類 が 集 ま り, コー ラ ンを 読
む 。

サ ター ハ ー (Satttha)の 式 は死 後 7日 目に 行 な わ れ ,ハ ル ワー や 肉 ,

米 を用 い た菓 子 , チ ヤパ テ イー な どの 馳 走 が フ アキ ール
2・
や 子供 た ち lrcふ る ま

わ れ る .親 族 もこの 料 理 を い た だ く。
ビー ス ワー ン (BIswan)は サ ター ハ ー の場 合 と同 様 に 行 な わ れ る 。馳

走 が 準 備 さ れ る 。死 後 12日 目に 行 な わ れ る 。子供 と フ アキ ー ル に馳 走 が 夕よ、る
ま わ れ る .

チ ヤー リー ス ワー ン (Ctt■Isian)の 式
2・
は 死 後 40日 目に 行 な わ れ る。

友 人 や 親 類 が食 事 に招 か れ る 。一 部 の ヒ ン ドウー も招 か れ ,食 事 は 別 に 準 備
され る 。 こ れは ヒ ン ドウー の テ ー ラー ウ イー ンに 相 当 す る もの で あ る 。 一 部 の

人 は 埋 葬 地 に墓 を建 て る .22

時代 の 推 移 と共 に ,生 活 が きび し くな つて きて い るの で こ う した 諸 式 は
厳 格 に は守 られ な い よ うに な つて きて い る 。 た とえ ば ,祖 霊 察 に して も重 立 つ

た 人 や 特 別 の 事 情 の あ る人 の もの に 限 つた り,月 数 や 年 数 を 減 ら した りす る し
ま た , 13日 間 の 喪 が あ け る ま で は 全 く仕 事 を しな い とい う こ と もな くな つて
きて い る 。同 様 に ,Vll髪 す る親 族 の 数 も減 つて きて い る 。教 育 が普 及 しひ らけ

て くるに つ れ , ま た , よい ヽ が 手 に 入 る よ うに な る に つ れ ,幽 霊 とか 悪 霊 とか
に 関 す る迷 信 も衰 え て きて い る 。 そ こ で ,儀 式 も厳 密 に 行 な わ れ る の で は な く
略 式 で行 な わ れ る場 合 も生 じて きて い る 。

③
1 同 時 に トウル シ ー の葉 も日に ふ 〈ませ る 。 (S,,P。 14)
なお ,不 幸 の あ つた 日の夕 方 ,家 族 一 同 は焼 膝 た チ ヤパ ー テ イー を一 日

食 べ る とす ぐに吐 きど1ず .吐 きど1し た もの は 鳥 な どの鳥 に 与え る 。 同 時 に焼 い

た もの は そ の 家 の 掃 除 に来 る バ  ンギ ー に 与え る .そ の バ ンの こ と をに がい パ

ン (KaFVT ROti) と じ う (Q,IP.57)
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2 白地 の 洗 つて な い布 .既 婚 婦 人 の遺 体 は 色 物 で包 む 。 (S。 ,P.14)夫
よ り先 に 死 ん だ女 性 は仕 合 せ者 と され ,色 物 を着 せ て も らい ,髪 も くしけ ず つ

て も ら う。未 亡 人 の 場 合 ,質 素 な もの を着 せ る .金 銀 製 の 装 身具 は 屍 衣 を着 せ
る 前 に 取 り夫 る 。 (K,P。 10)遺 体 に は 息 子 や 孫 た ちが 毛 や絹 の シ ヨー ル を
か け る ば か りで な く, 同 じ村 の 同 カ ー ス トの者 ま で が チ ヤー ダル を か け る。 そ

の チ ヤー ダル の 一 部 は 家 族 か ら村 の下 層 カ ー ス トの者 (Kamin百  も し 〈 は
Kanlin)に 施 され る 。 (G.,P.56)
3 竹 を用 い て つ 〈る (K。 ,P.10)の が普 通 で あ るが ,木 を 用 い て もつ 〈
る 。棺 桶 で な く,は しご 状 の LE架 で あ る 。 これ を ア ル テ イー (Arthi,と 呼 ぶ .

4 点 火 す る もの が そ の 一 人 と して ,可 能 な 限 り多 くか つ ぐ。 (G.,P.56)
バ ンデ イ ツ トが火 葬 場 へ 同 行 し,マ ン トラを唱 え て か ら火 葬 壇 に点 火 され る .

(S,,P.14)
5 棺 架 は 美 し く飾 られ ,楽 隊 が 演 奏 しな が ら先 導 す る こ と が あ る .こ の よ

うな 棺 架 の こ とを Vima■lと 呼 ぶ 。

6 火 葬 壇 が しつ らえ ら れ る と ころ に は 大 麦 の粉 で こ しらえ た だ ん ご(pi■4)
が 3個 供 え られ る 。 (S.,P。 14) 遺 体 は 足 を南 方 に 向 け て火 葬 壇 に 置 か れ

る .(K.,P。 14)(ヒ ン ドウー で は )ヤ マ (閣 魔 )の 世界 はランカー (Lan百 )
の方 角 ,す な わ ち ,南 方 に あ る もの と考 え られ て お り,(G.,P。 56)(死 者

は そ こへ )赴 くもの と考 え られ て い る .

7 遺 体 は火 葬 に先 立 ち , ジ ヤム ナー リIIの 水 に つ け られ る .(G.,P.56)長

子 も し くは末 子 が点 火 す る 。 (K,IP.10;S.,P.14, そ の 前 に ,点 火 す る者
は ,川 で身 を清 め ,火 葬 壇 の ぐる りを 7回 すわ る .(K,P.10)点 火 す る者

は ,死 者 の 近 親 者 , も し くは ,遺 産 相 続 者 と考 え れ ば よい .

8 (Kaptt■ Kriy百 )  Kap五 ■ とは頭 骸 骨 の こ と, Kriy百 は「 儀 」の意 .

火 葬 の お わ り近 〈に死 体 の頭 骸 骨 を堅 い棒 で 砕 くこ と .霊 魂 が 解 き放 た れ るの

に 支 障 の な い よ うに とい うこ と で あ る 。 (α ,P.57)カ バ ー ル 。ク リヤー を

した 者 は 10日 間 (K,P.H),あ る い は ,女 子 の 場 合 , 11日 間 ,男 子 の場

合 12日 間 (G。 ,P.57),鉄 製 の ナ イ フを身 に つ け る .亡 霊 か ら身 を ま もるた

め で あ る 。 そ の間 ,菩 提 樹 に バ ン と水 を必 らず供 え る (G.,P.57)
9 火 葬 の後 ,川 で身 を 清 め ,衣 服 を洗 う。 (G.,IP。 57)

骨 拾 い (phu■ Cunn百 )は火 葬 に して か ら 3日 目 に 行 な わ れ る 。骨灰 は

チ ヤー ダル に収 め , ジ ヤム ナー 川 へ 行 つて 投 入 す る .経 済 的 に余 裕 の あ る者 は

北 部 州 の Hardwarと か GaFhmよ teshwarと い つた 聖 地 ま で骨 灰 を 持 つて行

〈 .骨 を チIIに 流 した後 , そ の 川 の水 を汲 み と り,そ れ を ま きな が ら家 に戻 る .

亡 霊 の危 害 を避 け る ため で あ る 。 (G.,P.57)死 後 3日 目の 骨揚 け の 日 を テ

イー ジ ユ (TTj)と い う .骨 灰 は つほ に 納 めイtに 川 に流 す か ,ハ ル ドクワー ル

か ア ラー ハ ーバ ー ドヘ 行 き,ガ ン ジ ス河 に 流 す か す る 。 (K,P.H)
10幼 児 の ほ か ,高 僧 や妊 婦 ,産 後 門 もな い 婦 人 た ち も埋 葬 され る .伝 染 病

て亡 くな つた人 は 一 般 に 水 葬 に f∫ され る 。 Rajb a■ i Pandeya,前掲■f,P.308

1]数 年 前 までは ,父 親 が亡 くな つた ｀ ,息 子 |す 夕」i誓 した との こ 上で あ る
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今 では そ れ は 見 られ な く /A― つて きてい る 。 (G。 ,P.58)
12 10日 目に ,Daswanと 呼 ば れ る儀 式 が行 なわ れ る .遺 族 の 男 子 は 全 員 ,

頭 髪 や ひ げ を剃 る .沐 浴 をす ま せ る と機 れ は な くな つた と さ れ る 。女 子 が死 ん

だ場 合 は , 9日 日 で あ る . 。。・ 13日 日に は テ ー ラー ウ イー ンが行 な わ れ る…
。喪 の 期 間 は これ で終 わ る 。 (Kl,P.11)
13(Shrttddh)祖 霊祭   女子 と未婚 男性の霊 に は一年忌 のみ が行 なわ
れ る .既 婚男 子 の場合 は妻 や子が毎年行 な う.(G。 ,P。 58)
14(PitF Pak§ a)イ ン ド暦 の 7月 (陽 暦 の 9～ 10月 )の 黒半 .

15ム ス リムの場合 も遺体は水 で拭 き清め られ る。 (K,P.11)
16(Fttt ih百 )コ ー ランの序 章 .死 者へ の祈 り,聖 者 や祖霊へ の供物 ,

な どの意 もある。

17(Qabr khOdtt faglr)Qab rkanと も呼ば れ る。墓穴 掘 りに従事

す る フ アキール の意 である。 Faqirと 11乞 食 ,托 鉢 僧 な どを意味す るが , こ
の場 合 は カー ス ト名 (Zttt)と 考え られ る .ち なみに ,I E Wiserの 報告す
る Faqir(Mohanlmedan Boggat traditiona■  beggars ) は, 村 の ヒン
ドウーの結 婚式 等の祝 い事 のあ る際 には大 鼓 を打 つて触 れ まわる .生 計 は主に

農業 や農業労働 に従事 L´ て立 ててい る。 W.ユ Wise■ The Hind■l 」ajmani
Systen1 3rd Printing. 1969,LuOkllow PP.39-40
18死 骸 は顔 をメ ツカの方角 へ 向け て安 置 され る。墓穴 に入 れた時 も顔 は メ
ツカに 向け る .。 … 墓 穴 に土 をかぶせ た上 に水差 しを置 く。親 族や友人 たちは

墓 か ら 60歩 戻 つた ところで立 止 ま り,死 者の冥 福 を祈 つてか ら不 幸 の あ つた
家へ 向 か う.(K,P.H)
19(TIj百 )こ の 日,貧 しい人 た ちに施 しが行 なわれ る。 (S.,P。 14)
3日 間,不 幸 のあ つた家 では食事 の用意 7vtし ない 。親 族や友 人 の家か ら食 事が運

ばれ る。テ イー ジ ヤーの 日には参列者 に また砂糖 を配 る。(CKI,P。 11)
20托 鉢僧 と も貧乏人 の意 と もとれる。なお ,本 項 の註 17及 び 21を 参 照
の こと .

21 この日,祈 りが捧 げ られ,墓 に花 を供 え る。 (KL,P.H)花 が供 え ら

れ,穀 類 が貧者 に施 される。 (S。 ,P。 14)
22年 忌 のあ とは ,祖 霊 の中 に入 れ られて , イス ラム暦 の 8月 14日 の夕 ,

行 なわれ る祖霊祭 (Shab― e―barttt)な どで まつ られ るのが普通 .た だ し ,
K村 の場合 も S村 の場合 も年忌 は行 な われ ない , とあ る。 (KI,P。 11;S。 ,

P。 14)

p.45の 01 イ ン ドでは 1971年 に優生 保護 を主眼 に した堕胎 が合 法化

され た,な お , イ ン ドの場合 ,「 避妊 具 や薬 剤の使用に もかかわ らず妊娠 した
場 合 」に も堕胎 が認 め られてい る .

〔訳 〕

〔註 〕
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